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　第9回手話劇「花咲かじい」が6月11日、中央公民館で行なわれました。これ

は手話サークル「しらゆり会」を中心とした実行委員会が毎年行なうもので、

会場に用意された椅子はすき間もないほど盛況でした．ほかにも手話による歌や

体験の発表などもあり、健常者と障害者が力を合わせて作ったお祭りでした。



　　　　　　　　　　し　ろう　じ

　
自
石
市
に
は
五
つ
の
国
指
定
天
然
記
念
物
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
小
原
の
コ
ツ
ブ
ガ
ヤ
、

ヒ
ダ
リ
マ
キ
ガ
ヤ
、
ヨ
コ
グ
ラ
ノ
キ
北
限
地
帯
、
材
木
岩
そ
し
て
菊
面
石
で
す
。
そ
の
う
ち

菊
面
石
を
除
く
四
つ
ま
で
が
小
原
地
区
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
小
原
は
天
然
記
念
物

の
宝
庫
な
の
で
す
。
そ
の
陰
に
は
一
人
の
植
物
研
究
者
の
努
力
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
人
の

名
は
斎
藤
四
郎
治
。
話
は
百
二
十
年
ほ
ど
前
に
さ
か
の
ぽ
り
ま
す
。

大正4年に宮城県教育委員会御

大典記念教育品展覧会で一等賞
となった「小原村誌」

　
　
塵
盤
曝

嘆
款
、

　
　
　
　
　
聲

遵亀．．

饗

　
　
　
　
　
お

嵩
蓄
風
）

譲
　
　
無摺鷺難

　ヨ

∫l

I

黙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽

　
　
　
　
　
　
髪
畢
　
　
　
嵐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

，
．
、
ー
轟

小
原
果
樹
選
果
荷
物
敷
地
内
に
あ
る

斎
藤
先
生
頒
徳
碑

　
『
黒
い
焼
石
は
山
頂
を
覆
っ
て
一
異
観
で
あ
る
．
霧
深
い
中
に
覚

束
な
い
小
径
と
指
導
標
に
導
か
れ
て
不
安
の
申
に
メ
ア
カ
ン
キ
ン
バ

イ
、
メ
ア
カ
ン
フ
ス
マ
等
の
残
花
を
珍
し
く
み
る
の
み
で
、
他
に
植

物
ら
し
い
も
の
を
見
な
い
。
迷
う
心
配
か
ら
石
を
積
み
な
ど
し
な
が

ら
、
濃
霧
の
消
散
を
待
ち
な
が
ら
、
安
全
に
歩
を
進
め
、
小
祠
の
石

積
み
に
絶
頂
の
近
い
こ
と
を
知
る
。
十
時
三
十
八
分
、
初
登
山
の

我
、
四
顧
暗
黒
、
絶
壁
下
の
西
北
部
に
シ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
と
時
に
強
く

時
に
弱
く
、
し
か
も
底
力
あ
る
噴
火
の
怪
音
を
濃
霧
の
中
に
聞
く
だ

け
。
実
体
を
見
る
に
よ
し
な
し
。
噴
火
ロ
部
を
う
か
が
お
う
と
歩
み

を
進
め
た
が
千
伺
の
壁
。
標
木
の
あ
る
所
に
戻
り
小
憩
し
て
帰
途
に

就
く
。
』

　
　
こ
れ
は
斎
藤
四
郎
治
が
大
正
十
四
年
八
月
十
五
日
か
ら
九
月
十
六

　
日
ま
で
色
丹
島
、
北
海
道
阿
寒
地
方
を
植
物
採
集
旅
行
し
た
際
の
日

　
記
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
四
郎
治
は
植
物
研
究
者
で
あ
る
。
人
は
彼
を
登
山
家
と
言
い
、
旅

　
行
者
と
言
っ
た
。
五
十
一
歳
か
ら
本
格
的
に
植
物
研
究
を
始
め
た
四
郎

　
治
は
、
全
国
は
も
ち
ろ
ん
、
北
は
樺
太
か
ら
南
は
台
湾
ま
で
実
に
三

　
十
一
回
の
植
物
採
集
旅
行
を
行
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
旅
ま
た
旅
の
後

　
年
で
あ
っ
た
。

羅
会
は
人
生
の

奮
闘
場
な
り

　
斎
藤
四
郎
治
は
明
治
五
年
四
月
八

日
、
小
原
村
下
苗
振
に
斎
藤
駒
治
、
や

い
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
事
に
打

ち
込
め
ば
↓
途
に
突
き
進
む
性
格
だ
っ

た
よ
う
で
、
四
郎
治
は
兄
庄
三
郎
が
病

死
す
る
と
変
わ
っ
て
家
業
の
農
業
を
継

い
だ
が
、
四
郎
治
の
向
学
心
は
農
業
よ

り
も
勉
学
を
求
め
た
。
彼
は
小
原
か
ら

白
石
ま
で
行
く
の
に
、
一
度
も
バ
ス
に

乗
ら
ず
、
コ
ウ
モ
リ
傘
を
背
に
歩
き
な

が
ら
本
を
読
ん
で
い
た
と
い
う
。

　
明
治
二
十
年
七
月
、
小
原
尋
常
小
学

校
授
業
生
と
し
て
採
用
さ
れ
、
そ
の
後

小
学
校
簡
易
科
教
員
免
許
状
、
博
物
科

教
員
免
許
状
、
尋
常
小
学
校
本
科
正
教

員
免
許
状
を
独
学
で
次
々
と
取
得
し
、

二
十
八
年
二
月
に
は
晴
れ
て
訓
導
（
正

規
の
職
員
。
現
在
は
教
諭
）
に
昇
格
し

た
。
し
か
し
、
農
業
知
識
を
学
ぶ
た
め

三
十
年
に
退
職
し
、
農
商
務
省
蚕
業
講

習
所
に
入
り
、
優
等
首
席
で
卒
業
。
九

月
に
再
び
母
校
に
戻
り
教
鞭
を
と
っ
た
。

　
そ
し
て
明
治
三
十
七
年
、
三
十
二
歳

の
若
さ
で
校
長
に
な
っ
た
。
彼
は
大
正

四
年
十
二
月
、
宮
城
県
教
育
委
員
会
御

大
典
記
念
教
育
品
展
覧
会
に
「
小
原
村

誌
」
を
出
品
し
、
一
等
賞
を
受
け
て
い

る
。
本
文
二
六
四
ぺ
ー
ジ
、
付
録
の
農

村
の
施
設
四
六
ぺ
ー
ジ
、
計
三
一
〇

ぺ
ー
ジ
の
大
作
で
、
す
べ
て
手
書
き
で

あ
る
。
内
容
は
郷
土
の
沿
革
、
歴
史
に

始
ま
り
、
地
理
、
理
科
、
産
業
、
社
会

教
育
上
か
ら
み
た
郷
土
ま
で
、
広
範
囲

に
わ
た
る
内
容
を
四
郎
治
一
人
、
小
学

校
の
宿
直
室
で
書
き
上
げ
た
。
最
初
の

ぺ
ー
ジ
に
は
「
社
会
は
人
生
の
奮
闘
場

な
り
」
と
い
う
自
分
の
座
右
の
銘
を
記

し
て
い
る
。
彼
は
「
一
村
に
村
誌
な
き

は
］
国
に
し
て
歴
史
な
し
が
ご
と
し
」

と
し
て
、
ふ
る
さ
と
小
原
の
発
展
を
願
っ
て

原尋常小学校卒業写真（前列右から4番目が斎藤四郎治）

　　　　　　　　　　　　　　　大正4年3月26日撮影

書
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
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そ
の
四
郎
治
が
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

植
物
研
究
に
賭
け
る
決
意
を
す
る
。
大

正
十
二
年
三
月
、
小
原
村
学
制
変
更
を

機
会
に
三
十
七
年
の
教
壇
生
活
に
別
れ

を
告
げ
、
人
生
の
再
出
発
と
し
て
東
京

の
早
川
植
物
研
究
所
の
一
採
集
員
と
な

っ
た
。
四
郎
治
五
十
｝
歳
の
決
断
で
あ

っ
た
。

　
冒
頭
の
よ
う
に
全
国
各
地
を
採
集
旅

行
し
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
日
記
を
し
の
ば

せ
、
歩
き
な
が
ら
そ
の
要
点
を
書
き
留
め
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イ
チ
イ
科
の
常
緑
高
木
力
ヤ
の
変
種
。
樹
高
約
十

九
m
、
根
元
の
周
り
約
三
m
、
推
定
樹
齢
約
二
百
年

で
、
種
子
が
や
や
大
き
く
、
五
～
六
条
の
縦
線
が
左
巻

き
に
な
っ
て
お
り
、
世
界
的
な
珍
種
で
あ
る
。

ヒダリマキガヤ（昭和4年当時）
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コツブガヤ（現在）

　小原御

仮
屋
に
あ
る
。
実
の
大
き
さ
が
普
通
の
カ
ヤ

の
実
の
半
分
、
葉
の
先
が
鋭
く
な
い
。
一
二
重
県
、
滋
賀
県

と
白
石
市
小
原
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
、
樹
齢

三
百
年
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
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小
原
の
柘
木
岩
の
対
岸
虎
岩
の
絶
壁
で
発
見
さ
れ

た
。
わ
が
国
で
最
北
端
の
自
生
地
で
あ
る
。
高
知
県
横

倉
山
で
牧
野
富
太
郎
博
士
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
ク

ロ
ウ
メ
モ
ド
キ
科
に
属
す
る
。

ヨコグラノキ北限地帯（現在

㌧
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巨
班
晶
蘇
輝
石
石
英
安
山
岩
が
水
成
岩

（
自
石
川
の
水
面
近
く
に
見
え
る
水
平
層
）

の
基
盤
を
貫
い
て
地
表
面
に
噴
出
し
、
急
激

に
冷
え
固
ま
り
三
角
～
六
角
柱
状
の
節
理
を

表
し
た
も
の
。

た
。
時
に
は
帽
子
か
ら
た
れ
落
ち
る
水

滴
で
、
ま
た
飛
び
交
う
濃
霧
で
書
き
写

す
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
も
あ
っ
た
。
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四
郎
治
は
昭
和
五
年
七
月
の
朝
鮮
済

州
島
の
採
集
旅
行
後
、
ふ
る
さ
と
小
原

に
帰
り
、
収
集
し
た
標
本
の
整
理
に

当
た
っ
た
。
昭
和
三
十
五
年
頃
、
及
川

仁
氏
（
元
小
原
小
学
校
長
）
が
斎
藤
家

か
ら
譲
り
受
け
て
整
理
し
た
標
本
は
大

型
リ
ヤ
カ
⊥
二
台
で
山
盛
り
に
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
十
分
の
一
位
で
、
そ
の
他
は

痛
み
が
ひ
ど
く
焼
却
し
て
し
ま
っ
た
と

い
う
。

　
ま
た
、
そ
の
後
四
郎
治
は
小
原
に
貴

重
な
植
物
が
あ
る
の
に
着
目
し
、
昭
和

六
年
七
月
二
十
五
日
、
宮
城
県
知
事
に

対
し
て
ヒ
ダ
リ
マ
キ
ガ
ヤ
の
天
然
記
念

物
指
定
方
の
申
請
書
を
提
出
し
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
四
郎
治
は
す
で
に
大
正

初
め
に
カ
ヤ
植
物
に
対
し
て
研
究
を

進
め
て
お
り
、
大
正
十
三
年
に
ヒ
ダ
リ

マ
キ
ガ
ヤ
を
発
見
し
た
と
あ
る
。
昭
和

三
年
に
こ
の
土
地
が
売
却
さ
れ
る
こ
と

を
知
り
、
学
術
上
の
価
値
が
あ
る
こ
の

木
が
消
滅
す
る
の
を
惜
し
み
、
自
ら
の

所
有
に
し
た
。

　
四
郎
治
は
こ
の
ヒ
ダ
リ
マ
キ
ガ
ヤ
を

詳
細
に
分
析
し
、
す
で
に
指
定
さ
れ
て

い
る
同
種
の
カ
ヤ
に
勝
る
と
も
劣
ら
な

い
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て

い
る
。

　
ヒ
ダ
リ
マ
キ
ガ
ヤ
は
四
郎
治
の
努
力

に
よ
っ
て
、
昭
和
十
七
年
十
月
十
四

日
、
国
指
定
の
天
然
記
念
物
と
な
っ

た
。
ま
た
同
日
で
ヨ
コ
グ
ラ
ノ
キ
北
限

地
帯
も
指
定
と
な
り
、
今
は
枯
死
し
て

し
ま
っ
た
サ
イ
カ
チ
は
七
月
二
十
一
日

に
指
定
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
コ
ツ
ブ

ガ
ヤ
は
翌
十
八
年
二
月
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
時
期
、
四
郎
治
の
並
々
な

ら
ぬ
苦
労
に
よ
っ
て
次
々
と
国
指
定
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

小
原
を
ホ
喜
ム
グ
ラ

ン
ド
に
活
躍

　
ヨ
コ
グ
ラ
ノ
キ
北
限
地
帯
に
つ
い
て

は
逸
話
が
残
っ
て
い
る
。
及
川
仁
氏
は

「
白
石
市
史
2
特
別
史
（
上
）
」
の
中
で

指
定
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、
「
こ
の
地

に
は
ぐ
く
み
育
っ
た
斎
藤
四
郎
治
は
、

横
倉
山
を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
に
し
て
い

た
牧
野
富
太
郎
博
士
を
偲
ぶ
も
の
が
あ

る
。
斎
藤
四
郎
治
が
ヨ
コ
グ
ラ
ノ
キ
を

虎
岩
に
発
見
し
て
、
牧
野
富
太
郎
博
士

に
標
本
を
送
っ
て
、
天
然
記
念
物
指
定

の
件
を
付
し
て
の
返
信
に
、
そ
ん
な
北

に
あ
る
は
ず
が
な
い
、
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
れ
で
当
時
、
八
街
農
学
校
に

勤
務
し
て
い
た
鈴
木
長
治
氏
に
こ
の
標

本
を
送
っ
て
確
認
し
て
も
ら
い
、
ヨ
コ

グ
ラ
ノ
キ
に
間
違
い
な
し
の
返
信
を
受

け
た
。
そ
の
当
時
、
神
奈
川
県
丹
沢
山

に
発
見
さ
れ
て
い
て
、
北
限
と
し
て
の

天
然
記
念
物
の
件
の
申
請
が
出
さ
れ
て

い
た
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
し
ば

ら
く
保
留
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

が
、
斎
藤
四
郎
治
は
何
度
か
申
請
を
続

け
て
、
よ
う
や
く
北
限
と
し
て
の
指
定

に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
鈴
木
長
治

昭
和
二
十
一
年
四
月
に
行
わ
れ
た

斎
藤
先
生
頒
徳
碑
除
幕
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職

．
纏

、
［
」

’

氏
は
当
時
を
思
い
、
感
慨
深
げ
に
語
っ

て
お
ら
れ
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
白
石
の
植
物
研
究
に

輝
か
し
い
足
跡
を
残
し
た
斎
藤
四
郎
治

は
、
昭
和
二
十
一
年
五
月
十
七
日
、
ふ

る
さ
と
小
原
の
緑
に
囲
ま
れ
七
十
四

歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

　

肖
V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f
　
　
J
5

　
こ
の
斎
藤
四
郎
治
の
植
物
研
究
に
賭

け
る
情
熱
は
、
五
十
年
以
上
た
っ
た
今

も
小
原
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い

る
。
平
成
四
年
十
月
、
小
原
地
区
に
コ

臥

’
ご

弧
ド

ツ
ブ
ガ
ヤ
以
外
に
も
こ
れ
に
似
た
変
種

が
あ
る
こ
と
が
、
内
藤
俊
彦
東
北
大
学

理
学
部
助
手
の
調
べ
で
わ
か
り
、
小
原

中
学
校
は
全
校
あ
げ
て
地
区
内
の
カ
ヤ

の
実
集
め
を
決
め
、
生
徒
は
授
業
時
間

や
放
課
後
を
利
用
し
て
探
し
歩
き
、
地

区
内
十
五
カ
所
か
ら
採
集
し
た
。

　
計
測
の
結
果
、
コ
ツ
ブ
ガ
ヤ
に
似
た

二
・
一
セ
ン
チ
の
小
さ
な
実
が
あ
っ
た

ほ
か
、
ヒ
ダ
リ
マ
キ
ガ
ヤ
に
似
た
長
さ

三
セ
ン
チ
を
超
す
実
も
あ
っ
た
。
ほ
か

に
も
丸
い
実
や
細
長
い
実
な
ど
、
大
き

さ
が
違
う
も
の
が
多
数
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
、
小
原
地
区
に
は
天
然
記
念
物
の

1雪『．．，凝調

内藤助手㊨の指示を受けて、カヤの実を計測する小原中の生徒たち

窓驚欝

カ
ヤ
や
、
内
藤
助
手
が
見
つ
け
た
カ
ヤ

以
外
に
も
、
普
通
と
は
違
う
変
わ
っ
た

カ
ヤ
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
生

徒
た
ち
は
「
小
原
の
カ
ヤ
は
一
本
一
本

実
の
大
き
さ
や
形
が
違
う
の
で
調
査
す

る
の
が
楽
し
い
。
ぜ
ひ
新
し
い
変
種
を

発
見
し
た
い
」
と
探
索
に
意
欲
を
見
せ

て
い
る
。

　
四
郎
治
が
小
原
に
ま
い
た
植
物
研
究

の
種
は
、
今
中
学
生
の
手
に
よ
っ
て
確

実
に
地
域
に
根
を
下
ろ
し
、
こ
れ
か
ら

も
次
の
世
代
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
だ

ろ
う
。
こ
の
小
原
の
地
か
ら
第
二
、
第

三
の
斎
藤
四
郎
治
が
生
ま
れ
る
こ
と
も

決
し
て
夢
で
は
な
い
。

［
取
材
協
力
・
資
料
・
写
真
提
供
］

　
及
川
　
義
行
さ
ん

　
斎
藤
　
い
と
さ
ん

　
半
沢
　
米
子
さ
ん

　
小
原
中
学
校

小原地区内のカヤの実を全校あげて採集
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い
じ
め
根
絶
へ
対
策
委
員
会
を
設
置

　
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
い
じ
め
問

題
の
根
絶
を
は
か
ろ
う
と
、
白
石
市
は

平
成
七
年
二
月
二
十
日
、
い
じ
め
対
策

委
員
会
（
永
井
忠
雄
委
員
長
・
委
貝
十

六
名
）
を
設
置
し
、
市
健
康
セ
ン
タ
ー

で
初
会
議
を
開
き
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
「
い
じ
め
問
題
の
対
応
と

予
防
」
「
い
じ
め
問
題
に
対
す
る
学
校
、

家
庭
、
地
域
社
会
の
連
携
」
な
ど
が
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
の
中
か
ら
は
「
家
庭
や
地
域
で

は
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子
が
い
る
の

が
わ
か
っ
て
い
る
の
に
、
学
校
で
は
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
」
「
学
校
や
親
が

★
次
の
よ
う
な
い
じ
め
対
策
委
員
会
で
い
じ
め

対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

《白石市いじめ対策機構図》

白石市教育委員会

教育長

・じめ対策事務局

教委内）

白石市

生徒指導間題対策

委員会

白石市いじめ対策委員会

（16名）

市内相談機関

●青少年相談センタ

●福祉事務所

●白石警察署

校内いじめ対策委員会

　職員・父母代表

　地域代表・生徒代表等

　　（小・中16校）

《白石市いじめ対策委員》

　　　　　　（平成7年度）

永井　忠雄　委員長

永山　茂夫　副委員長

片岡　義信　委員

半沢　瑞子　委員

清原　正司　委員

我妻たか子　委員

徳力　弘正　委員

八島　勝治　委員

武田　幸子　委員

米澤　和裕　委員

武田　政春　委員

桑折　延行　委員

大沼　忠雄　委員

狩野　　隆　委員

三澤きよ子　委員

細田　愛子　委員

子
供
　
人
一
人
を
観
察
す
る
こ
と
が
大

切
だ
」
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
「
い
じ
め
と
い
た
ず
ら
の

認
識
が
難
し
い
こ
と
も
あ
る
」
「
勉
強
や

運
動
が
で
き
る
子
も
、
ね
た
ま
れ
て
い

じ
め
ら
れ
る
例
も
あ
る
」
な
ど
の
意
見

も
出
て
、
活
発
な
論
議
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
永
井
委

貝
長
は
「
子
供
が
出
す
サ
イ
ン
を
敏
感

に
受
け
止
め
、
学
校
と
家
庭
、
地
域
の

連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

思
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

6
年
度
の
各
学
校
の
成
果
と
反
省

　
各
学
校
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
校
内
い
じ

め
対
策
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
二
～

三
回
の
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、

●
い
じ
め
の
概
念
を
教
職
員
、
父
母
が

　
共
通
理
解
で
き
た
。

●
地
域
、
家
庭
の
声
が
聞
か
れ
、
連
携

　
の
具
体
的
効
果
が
上
が
っ
た
。

●
教
師
の
意
識
の
高
ま
り
が
、
よ
り
見

　ら

れ
た
。

●
父
母
の
意
識
が
変
わ
り
、
積
極
的
な

協
力
が
得
ら
れ
た
。

●
親
、
教
師
と
も
ふ
だ
ん
の
ふ
れ
あ
い

　
が
大
切
で
あ
る
と
の
認
識
が
得
ら

　
れ
た
。

●
孤
立
し
て
い
る
生
徒
が
減
っ
た
。

●
七
年
度
の
取
り
組
み
準
備
が
自
信
を

　
持
っ
て
で
き
る
。

●
生
徒
の
問
題
点
把
握
の
方
法
を
強
化

　
す
べ
き
。

●
禾
吝
貝
の
み
で
な
く
、
広
く
啓
蒙
の
必

　
要
が
あ
る
。

●
広
報
活
動
を
充
実
す
る
必
要
あ
り
。

●
研
修
会
の
必
要
あ
り
。

●
テ
レ
ビ
の
影
響
等
も
考
え
る
必
要
が

　
あ
る
。

●
も
っ
と
も
っ
と
、
地
域
と
の
連
携
を

　
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
七
年
度
は
、
さ
ら
に
具
体
的
な
取
り

　
組
み
に
努
め
た
い
。

な
ど
、
多
く
の
真
剣
な
意
見
・
提
案
が

各
学
校
ご
と
に
出
さ
れ
、
所
期
の
目
標

が
確
実
に
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
七
年
度
は
、
さ
ら
に
一
歩
前
進
、
白

石
市
の
い
じ
め
根
絶
を
目
指
し
て
、
具

体
的
方
策
の
確
立
こ
そ
必
要
で
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

7
年
度
の
歩
み

○
教
育
委
員
会
で
は

　
各
学
校
の
「
い
じ
め
対
策
委
貝
会
」
に

対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
十
万
円
を
予
算
化
し
、

取
り
組
み
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

○
学
校
で
は

　
各
学
校
の
「
い
じ
め
対
策
委
員
会
」

は
、
本
年
度
計
画
に
基
づ
き
次
の
よ
う

な
話
し
合
い
が
さ
れ
ま
し
た
。

●
全
教
職
員
が
一
致
協
力
し
、
全
校
あ

　
げ
て
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む
指
導

　
体
制
を
つ
く
る
。

●
い
じ
め
は
心
の
問
題
で
あ
り
、
心
の

　
教
育
を
充
実
す
る
。

●
人
権
を
尊
重
す
る
教
育
を
行
う
。

●
子
供
の
心
の
叫
び
や
サ
イ
ン
の
発
見

　
に
努
め
る
。

●
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関
と

　
の
密
接
な
連
携
と
、
小
、
中
、
高
校

　
の
一
貫
し
た
教
育
を
進
め
る
。

●
い
じ
め
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
白
石
市
内

　
の
一
人
ひ
と
り
の
子
供
に
浸
透
す
る

　
よ
う
、
各
学
校
、
各
地
域
あ
げ
て
具

　
体
的
な
手
だ
て
を
行
う
。

●
校
内
い
じ
め
対
策
委
員
会
を
充
実
強

　
化
す
る
。

〇
五
月
十
一
日
、
第
『
回
「
白
石
市
い
じ

め
対
策
委
員
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

［
話
し
合
い
の
内
容
］

●
学
校
だ
よ
り
に
よ
る
「
い
じ
め
」
の

情
報
提
供
に
努
め
た
。

●
い
じ
め
対
策
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

　
い
じ
め
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
る
よ
う

　になっ

て
、
教
師
の
意
識
に
変
化
が

　
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
「
い
じ
め
ら
れ
る
生
徒
に
も
問
題
が

　
あ
り
、
だ
か
ら
し
か
た
が
な
い
」
と

　
い
う
意
識
か
ら
、
い
じ
め
が
悪
い
と

　
い
う
意
識
に
立
つ
べ
き
と
考
え
方
が

　
変
わ
っ
た
。

●
い
じ
め
た
側
に
比
べ
、
い
じ
め
ら
れ

　
た
方
の
受
け
取
り
方
は
深
刻
だ
。
早

　
急
に
連
絡
し
対
応
す
べ
き
だ
。

●
小
、
中
学
校
で
は
学
級
集
団
を
ま
と

　
め
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
こ

　
の
よ
う
な
教
師
の
評
価
が
高
い
。

●
高
校
、
大
学
は
ゆ
る
や
か
だ
。
そ
こ

　
に
何
か
問
題
は
な
い
か
？
ゆ
る
や
か

な
信
頼
関
係
の
あ
る
集
団
づ
く
り
が

　
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

子
供
た
ち
の

　
　
サ
イ
ン
を
見
逃
す
な
〃

団
ム
ー
≡

　
既

o
家
庭
で
は

●
口
数
が
少
な
く
な
り
、
元
気
が
な

　
く
な
る
。

●
家
庭
か
ら
金
品
を
持
ち
出
す
こ
と

　
が
多
く
な
る
。

●
衣
服
が
汚
れ
た
り
、
け
が
を
し
て

　
く
る
こ
と
が
あ
る
。

●
持
ち
物
を
な
く
し
て
帰
る
こ
と
が

　増える。

●
登
校
前
に
頭
痛
、
腹
痛
等
を
訴
え

　
欠
席
し
た
が
る
。

●
食
欲
が
な
く
な
り
、
部
屋
に
閉
じ

　
こ
も
り
が
ち
に
な
る
。

●
親
し
く
し
て
い
た
友
達
の
話
を
し
な

　
く
な
る
。

●
刃
物
な
ど
を
カ
バ
ン
に
隠
し
て
持
ち

　
歩
く
こ
と
が
あ
る
。

●
ク
ラ
ス
の
委
員
な
ど
を
突
然
辞
め
た

　
い
と
言
い
だ
す
。

●
陰
口
の
中
で
、
あ
る
特
定
の
者
に
激

　
し
い
憎
悪
を
示
す
．
．

O
地
域
社
会
で
は

●
仲
間
に
入
れ
ず
、
ひ
と
り
で
遊
ん
で

　
い
る
こ
と
が
多
い
。

●
グ
ル
ー
プ
の
中
で
一
人
だ
け
が
笑
い

　
者
に
さ
れ
た
り
、
か
ら
か
わ
れ
た
り

　する。

●
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
、
一
人
だ

　
け
が
お
金
を
支
払
わ
さ
れ
て
い
る
。

●
多
額
の
現
金
を
持
ち
歩
い
て
い
る
。

●
人
の
い
や
が
る
行
為
を
さ
せ
ら
れ
て

　
い
る
こ
と
が
多
い
。

●
自
転
車
な
ど
個
人
の
持
ち
物
に
い
た

ず
ら
を
さ
れ
る
。

　
　
説
扇
」

ノ

踊

o



　
仕
事
柄
、
い
ろ
ん
な
人
か
ら
お
便
h

一
般
に
は
、
公
文
書
的
な
も
の
が
多
h

が
き
ら
り
と
光
る
文
章
も
あ
る
。
ユ

ニ
ー
ク
な
内
容
が
込
め
ら
れ
て
い
た

　
　
　
　
し
ゃ

り
、
円
転
酒
脱
の
趣
の
あ
る
便
り
に

行
き
当
た
る
と
、
そ
の
日
一
日
が
楽

し
く
な
る
。

　
そ
の
よ
う
な
便
り
の
幾
つ
か
を
ご

紹
介
し
よ
う
。
た
だ
し
、
封
書
に
書

か
れ
て
い
る
も
の
は
差
し
障
り
が
あ

る
と
思
う
の
で
、
葉
書
の
み
に
限
定

し
た
い
。

　
ま
ず
一
入
は
、
東
北
地
方
建
設
局

長
の
坂
本
忠
彦
氏
で
あ
る
。
坂
本
局

長
の
便
り
に
は
必
ず
「
自
作
一
首
献

上
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
河
川
関
係

の
予
算
獲
得
の
時
期
の
お
便
り
。
「
雪

と
予
算
の
季
節
が
参
り
ま
し
た

が
…
」
と
い
う
前
書
き
の
後
で
、

『
白
石
名
物
』

　
雪
ふ
れ
ば
　
蔵
王
し
ろ
い
し
　
和
紙

温
麺
し
ろ
く
　
こ
け
し
の
か
わ
い

生
糸

全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
柳

台
市
の
菊
地
不
忘
さ
ん
の
句
で

ん
な
人
か
ら
お
便
り
を

書
的
な
も
の
が
多
い
が

文
章
も
あ
る
。
ユ

込
め
ら
れ
て
い
た

趣
の
あ
る
便
り
に

そ
の
日
一
日
が
楽

鱒

’頂

個く
性。

も
、
つ
｝
つ

Ψ
祝
い
の
便
り
。

『
白
石
の
桜
』

「
さ
く
ら
み
て

菊
の
べ
べ
き
た
こ

け
し
た
ち

ど
ち
ら
し
ろ
い
し

か
わ
い
と
さ
わ
ぐ
」

か
わ
い
に
（
川
井
）

を
掛
け
る
な
ど
、

心
に
く
い
冴
え
で

あ
る
。
白
石
城
開

門
の
お
祝
い
の
葉

書
の
と
き
に
は
、

私
も
一
句
つ
け
て

や
っ
た
。

「
出
稼
ぎ
が

　
こ
け
し
と
話
す

　
　
コ
ッ
プ
酒
」

う
ま
い
と
思
う
で

し
ょ
う
。
実
は
、

壇
に
入
選
し
た
仙

あ
る
。
い
つ
か
自

白
石
城
開
門
の
お
祝

　
　
　
　
　
　
　
『

前
の
句
を
贈
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
伊
奈
か
っ
ぺ
い
さ
ん
は
、
筆
ま
め
な
人
ら
し

い
。
私
の
手
元
に
あ
る
も
の
を
見
て
も
、
あ
る
葉

書
に
は
「
ご
足
労
感
謝
で
す
．
た
だ
た
だ
、
恐
縮

の
窮
み
。
今
夜
、
黒
石
で
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
仙
台
で
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
、
依
頼
を
受
け
て
飛
び
入
り
出
演
を
し

た
帰
り
際
、
私
が
「
お
元
気
で
、
吉
幾
三
さ
ん
」

と
や
っ
た
の
に
対
し
、
「
あ
り
が
と
う
黒
石
の
町
長

さ
ん
」
と
返
さ
れ
た
エ
ピ
ゾ
ー
ド
が
あ
っ
て
、
頂

い
た
葉
書
で
あ
る
。
ま
た
、
「
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
新
し
い
市
民
会
館
が
出
来
ま
し
た
ら
、
ま
た

お
声
を
。
」
な
ど
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
ホ
ワ
イ
ト

メ
ッ
セ
が
出
来
た
ら
出
演
を
依
頼
し
な
か
っ
た
ら

申
し
訳
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
伊
奈
か
っ
ぺ
い
さ
ん
の
親
友
が
仙

台
中
央
郵
便
局
長
の
竹
内
廣
氏
で
あ
る
。
さ
す

が
、
か
っ
ぺ
い
さ
ん
の
親
友
ら
し
く
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
葉
書
を
二
つ
ほ
ど
紹
介
し
よ
う
。
山
谷
芳

弘
の
「
春
風
」
と
い
う
作
品
で
子
供
か
立
ち
小
便

を
し
て
い
る
絵
葉
書
に
書
い
て
曰
く
、
「
市
長
さ
ん

は
ご
経
験
な
い
で
し
ょ
う
が
、
雪
国
で
は
こ
の

〈
放
物
線
〉
を
ホ
ワ
イ
ト
の
雪
の
上
に
芸
術
的
に

放
出
し
、
オ
レ
ン
ジ
カ
ラ
ー
で
絵
を
書
い
た
も
の

で
す
。
棟
方
志
功
も
そ
う
で
し
た
。
い
ま
は
そ
の

勢
い
も
芸
術
性
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
」
と
あ
る
。
も

う
一
つ
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
頂
い
た
絵
葉
書
に
は
、

「
奥
州
か
ら
欧
州
へ
出
て
参
り
ま
し
た
。
海
外
し

く
視
察
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
〈
城
v
も
沢
山
見
て

参
り
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
思
っ
た
よ
り
美
八
は

オ
ラ
ン
ダ
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
街
、
パ
リ
も
服
装

は
意
外
に
ラ
フ
ラ
ン
ス
」
と
見
事
な
も
の
で
あ
る
。

　
今
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
ど
ん
な
に
メ
デ
ィ
ア
が
発
達
し
て
も
、
最

も
確
実
で
、
説
得
力
の
あ
る
情
報
は
、
　
〈
フ
ェ
イ

ス
・
ト
ウ
・
フ
ェ
イ
ス
V
で
あ
る
。

　
例
に
挙
げ
た
よ
う
な
心
の
ぬ
く
も
り
が
な
け
れ

ば
、
本
当
の
説
得
力
の
あ
る
情
報
は
生
ま
れ
て
こ

な
い
だ
ろ
う
。

曝

　　　　ギ 　　　㌃・駄　　　　属

いろん恕水のお話

面日幽 量謹毫 高

　6月1～7日の水道週間に合わせ、

市水道事業所と白石市管工事業協同

組合（高沢　芳会長）は、6月2日、
　　あかがね水源地の赤銅沢ヘケヤキの殖林を行

ないました。これは、ケヤキの持つ

保水能力の高さを活かして水源の環

境整備を図ろうとするもので、10年

で100本の植林を計画しています。

また同日、井戸を無料で東白石駅

に設置しましたが、これはボランテ

ィアで同駅を掃除している入が、水

がなくて困っているという話から無

料での設置となったものです。

　漆壌／へ＼

自分の力躍はがたより

艇懸蟻麗鵜轟瓢翻
市内益岡公園内のクライミング

ボードを使用して、フリークライミ

ングの「’95ジャパンカソプ」が6

月10・11日の両日開催されました。

これは日本山岳協会が主催するもの

で、東北ではじめて開催され、白石

は全国7会場の第4ラウンドの会場

となりました。

競技は8分の持ち時間のなかで、

どこまで登れるかを競うもので、全

国から集まった男子32人、女子13人

の合計45人が参加しました。

薄
曳
㌔

地震への備えは万皇

亀
ヘ
ー
、
、
巽
泌

　
ノ
　
r
　
閥
〆

　
　
　
　
角
．
藪

　
写
、
輪
臥
ア
紘
．
菰

・
驚
ご
．
黙
㌦

、
鷺
嚇
一

瀧
ー
籔
欝

県民防災の日の6月12日、鎌先温

泉街で大規模な総合防災訓練が行わ

れ、浅野知事もヘリで駆けっけ訓練

を見守1）ました。

訓練は宮城県沖を震源とするマグ

ニチュード7．5と推定される大規模

な地震が発生し、旅館から出火し逃

げ遅れた宿泊客が屋上に避難し救出

を求めているとの想定で開始されま

した。

訓練には市、消防、警察、自衛

隊、旅館組合など25団体、約650人

が参加。はしご車と自衛隊ヘリを使

って屋上の宿泊客を救出する訓練

や、電気・ガス・電話・上下水道の

復旧訓練をはじめ、さまざまな訓練

が行われ、阪神大震災とサハリン北

部地震の直後だけに、参加者は真剣

に訓練に取り組んでいました。

豆の味覚竈ゆうパツク暦

すっかり初夏の風物詩となったふ

るさと小包便の出発式が6月1日、

白石郵便局で行われ、石井局長が

「う一めんところ柿は白石の特産

品。ゆうパックで地域振興に一役買

いたい」と白石郵便局長があいさつ

こ　　　　　＼

し、川井市長らがテープカットをし

て出発を祝いました。

白石う一めんはお中元として人気

があり、一番便のトラソクには
lOO個が積み込まれ、仙台など県内

に運ばれていきました。今年は

4，000個を目標にしているそうで

す。あなたも親しい八にう一めんを

贈ってはいかがですか。

80歳冒も20本の閣竈

生涯を通じての歯の健康を考える

「歯の健康教室」が6月3日、白石

市中央公民館で開かれました。

最初に母子、お年寄1）のよい歯コ

ンクールの優秀者に表彰状が贈ら

れ、続いて東北大学歯学部助教授の

岩倉政城さんが「三世代みんなでそ

だて1）や恐くない」と題して講演会

を行い、嫁やしゅうとめが子どもを

虫歯にしている実態などを楽しく話

しました。

また歯科健診や歯にやさしいお菓

子の試食コーナーなどもあ1）、子ど

も連れの家族でにぎわっていました。

照嵐

臥、礪、　　一1
　　ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

木のぬくもりに包まれて

川原子ダムの近くにある風の小屋

で5月28日、「山小屋コンサート」が

開かれ、50入の参加者は木のぬくも

りに囲まれ、マリンバとピアノの調

べに魅せられました。

これはボランティア団体の南蔵王

高原1・2・3の会（津村経夫会長）

　　　一、塩∠　　　証トP

　　　　噌畠！　　．コ．興『

　　　　　　　1蕊
，「疑縮．，

ヒ

監警、塾黒．△亀
が主催したもので、東北学院中学2

年生のマリンバ奏者・佐佐木由樹さ

んと村田在住でピアノ奏者のトーマ

ス・ハーディソンさんが、「荒城の

月」ほか5曲を合奏しました。

1・2・3の会では毎月1回、川原子

地区のお年寄1）を山小屋に招いて、

昼食会も開いています。

小さ芯親切ありがとう

　
．
、
轟
鱒
ノ
遙
一
孤

白石婦人会第3班（高田やす班

長）の皆さんたちは、今年2月から

月2回、朝早くに白石市古典芸能

伝承の館「碧水園」の庭園や周辺の

清掃奉仕を行っています。

高田さんは「見学者が来ても恥ず

かしくないように、地域の公共施設

をきれいにしようと思い立ちまし

た。これからも、無理せず自分たち

のやれる範囲で奉仕します」と控え

めに話してくれました。



璽評
』
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書　し．ぞ
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書
道
サ
ー
ク
ル
「
青
舟
会
」
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競■
一セ

リ

■
輪

　
つ

入
弐
．

／

㍉
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“

　
　
へ

鍔
訊

　
　
キ

　　蓼

講

書
道
を
と
お
し
て

　
　
　
　
　
　
　
心
に
ゆ
と
り
を

　
講
師
の
永
井
青
舟
先
生
の
雅
号
を
い

た
だ
い
て
誕
生
し
た
書
道
の
サ
ー
ク

ル
「
青
舟
会
」
で
す
。
私
達
は
平
成
元

年
度
の
婦
八
の
家
で
の
定
期
講
座
終
了

後
に
、
同
好
者
が
集
い
結
成
し
た
も
の

で
、
現
在
は
会
員
十
名
で
継
続
し
て
お

り
ま
す
。

　
お
稽
古
日
は
第
二
、
第
四
の
月
曜
日
、

午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
の
二
時
間
で

す
。
学
習
は
漢
字
、
細
字
、
か
な
等
様
々

で
、
時
に
は
中
国
の
書
の
歴
史
や
書
家

に
つ
い
て
の
講
義
も
あ
り
内
容
が
豊
富

で
す
。
お
手
本
に
よ
る
お
稽
古
は
懇
切

丁
寧
な
添
削
の
中
で
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
ま
す
。
和
や
か
な
会
員
同
志
の
つ

な
が
り
の
中
で
、
月
二
回
の
学
習
日
は

待
ち
遠
し
く
さ
え
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
石
の
上
に
も
三
年
と
申
し
ま
す
が
、

私
達
が
今
日
ま
で
続
け
ら
れ
て
き
た
の

は
、
先
生
の
や
さ
し
い
ご
指
導
と
、
仲
間

の
方
々
の
暖
か
い
励
ま
し
の
賜
物
で
す
。

　
私
達
は
、
青
舟
会
で
の
筆
に
親
し
む

生
活
を
と
お
し
て
、
幾
分
な
り
と
も
心
に

江
戸
重
子

ゆ
と
り
と
、
生
活
に
潤
い
を
求
め
な
が

ら
、
”
継
続
は
宝
な
り
“
を
モ
ッ
ト
ー
に

頑
張
っ
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。

るのか考えてみたいと思います。

　観光ブームになっている外国に行

った観光客は、ときどき現地の入の

冷たい態度に逢うことがあります。

しかしそれだけで、「嫌日」とは言え

ないと思います。なぜならそれは、

今までいなかった外国人が急に増え

たという、環境の変化に現地の入が

とまどっているのかも知れないから

です。「変化」に順応するのには時問

がかかるでしょうし、順応するまでの

間どう対処するか戸惑うこともあ1）

ます。日本でも、スーパーや電車の

中で、外国入の私を見て、「日本でも

外国人が増えたよね」と日本入が言

うのをよく耳にします。彼らも自然

に変化に順応していると，署、います。
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ー
几
啄

　
『
　
　
■
　
「

　
二

　
一
ゴ

　
　
　
　蕊ン

　
、
｛
ヤ
　
謬

　
　
　
／
進

　
　
　
ー
触

、
戴

　　彰留．’雛ダr踊

　　　．監熟丁『

驚
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ガ
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ゆ
曳

ジョン・デイの　　　　　　＼

　国際人入門◎
＼　　、人　八ノ）闘

一
“

「日本人帰れPart2」

からかいだったとも考えられます。

しかし、子供は両親や周1）の大人の

考えを反映することもあ1）ます。前

の世代の誤った世界観が次の世代に

受け継がれないように努力すること

は、世界中の入達にとって大切なこ

とだと思います．

　このようなことは、問題の実情や

背景をよく理解しなければ解決する

のは難しいでしょう。そこで、なぜ

このような「嫌日」という感情がおこ

　最近、英語系の国の高校を訪問し

た日本入の友達が、「日本人帰れ」と

現地の男子高校生に言われました。

これは前回の、年配の女性に「いや

っ、日本入」と言われた事件よりも

もっと深刻な問題だと思います。な

ぜなら、今後の国際社会を作ってい

く若い世代と関係があるからです。

若者は騒動を引き起こしたり、自分

に注目を引いたりする癖があります

から、高校生が浴びた罵声は純粋に

㊥

　仕事について

　日替セ）弁当の宅配や店内での接客、その他

どんな仕事でもします。

　時間を守ること、約束事をきちんと守るこ

と、そして笑顔でお客様に接するよう心がけ

ています。

　今夢中になっていること

　新車を買ったので休みにはドライブに夢中

になっています。また今年の秋には3年目の

海外旅行に出かけるので楽しみです。

　夢や目標

　調理師の資格をとって自分の店を持ちたい

と思います。

《
　
、

　㈱東天閣

阿部　美由紀猷

（21歳・大鷹沢）

　白石市に望むところや白石の罠いところ

　明るく楽しく食事や買物ができるような店

がもっと増えて欲しい。

理想のタイプ

仕事熱心でやさしくて、頼りがいがある人

フ・つ一め

最後に一言

　当店おすすめの白石城コース

んをぜひ食べに来てください。

．墨脾轡趣倦健鯵趣魯騒響⑭曝鞍

趣昧を活かしてみませんか

　高橋　昌男さん
　　　（深　　谷）

　昭和49年に深谷地区のさつきを趣味とする

方々で、「深谷さつき同好会」を結成して今年

で21年目になります。

　現在は17名の仲間とともに、公民館で毎年

開催される「さつき早苗振大会」に出展した

り、趣味を活かしての植え替え講習会を開催

しております。

　また、視察会では鹿沼方面や山形方面へ出

かけ、仲間と楽しく学習しています。

　興味のある方はどうぞご入会ください。

市
民
文
芸

力】

股
　
兵
　
三
　
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
も

と
り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ
て
雛
飾
る
此
の
家
の
主
は

独
り
居
の
媚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

「
泣
く
な
よ
」
と
涙
を
拭
き
し
妻
の
顔
思
ひ
出
し
を

り
今
日
の
忌
日
に
　
　
　
　
　
　
　
小
川
　
正
夫

集
金
と
田
植
も
終
へ
し
安
ら
ぎ
に
夫
の
病
院
を
一
日

訪
ね
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
う
こ
ん

健
や
か
に
孫
よ
育
て
と
祈
り
つ
つ
五
月
の
空
に
泳
ぐ

鯉
見
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
ひ
で

腰
痛
に
耐
え
て
連
休
の
野
に
出
れ
ば
小
梅
た
わ
わ
に

春
の
日
に
照
る
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
三
郎

降
る
雨
に
洗
わ
れ
し
ご
と
艶
や
か
に
濡
れ
し
椿
は
朝

陽
に
映
え
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

争
ひ
て
餌
食
む
白
鳥
五
千
羽
に
最
上
河
口
は
膨
く
ら

む
ご
と
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
和
江

咲
き
盛
る
大
輪
の
牡
丹
香
り
た
つ
挾
き
茶
の
聞
も
春

の
輝
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

菜
種
梅
雨
の
晴
問
清
が
し
く
洗
濯
の
干
し
た
る
日
向

の
匂
ひ
香
ぐ
わ
し
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
正
子

緑
濃
き
定
義
の
道
を
子
ら
と
ゆ
く
響
く
鐘
の
音
に
心

静
ま
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
と
く

「
評
」
一
首
目
、
独
り
居
の
娚
が
心
美
し
く
老
後
の

生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
で
て
い
て
よ
い
歌
、
．

二
首
目
、
悲
し
く
も
辛
い
歌
．
病
重
い
妻
を
励
ま
し

涙
を
拭
い
て
や
っ
た
日
を
妻
の
忌
日
に
思
い
出
し
な

つ
か
し
む
心
情
の
こ
も
っ
た
歌
。
三
首
目
、
一
日
の

仕
事
を
終
え
病
む
夫
を
今
日
も
訪
ね
る
所
。
全
快
。

遠
藤
秋
　
尾
選

鈴
な
り
の
絵
馬
を
鳴
ら
し
て
春
疾
風

春
昼
の
町
ま
で
続
く
城
の
客

生
甲
斐
の
二
反
百
姓
な
る
田
植

白
藤
の
ふ
わ
り
と
風
を
は
ら
み
を
り

岩
沢
伍
峯

高
橋
正
雄

川
村
静
恵

鈴
木
民
子

花
の
雲
靡
き
復
元
城
幾
え

日
表
の
山
吹
ま
ぶ
し
句
碑
の
丘

花
ま
つ
り
終
へ
城
山
の
小
糖
雨

葉
桜
の
城
の
白
壁
風
さ
や
ぐ

瀬
に
ふ
れ
し
藤
の
】
枝
の
花
も
過
ぎ

御
城
下
の
綜
五
つ
づ
つ
結
び

「
評
」
一
句
目
、

も
は
げ
し
い
。

る
、
神
社
の
静
け
さ
の
中
に
。

三佐八熊日
浦藤島谷下

愛周葉敏
嶺子子子文

若
桑
げ
ん
じ

　
　
　
　
　
　
春
の
風
は
穏
や
か
だ
が
気
象
変
化

　
　
　
　
　
鈴
な
り
の
絵
馬
を
鳴
ら
す
疾
風
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
句
目
、
白
石
城
の

百
二
十
年
振
り
の
復
元
は
町
上
げ
て
の
喜
び
で
あ

る
。
オ
ー
プ
ン
の
日
は
観
光
の
お
客
様
で
す
ご
い
人
出

で
あ
っ
た
。
町
ま
で
続
く
の
中
七
が
よ
い
。
三
句
目
、

老
農
の
句
で
あ
る
二
反
歩
以
外
は
他
の
人
に
作
っ
て
頂

い
て
い
る
が
、
二
反
歩
は
老
の
手
で
も
作
ら
れ
る
。
そ

れ
が
作
者
の
生
甲
斐
な
の
で
あ
る
。
素
晴
し
い
人
生
。

近
　
江
　
孫
太
郎
　
選

と
き
め
き
を
千
切
り
に
す
る
母
に
な
る

つ
ま
ず蹟

い
た
石
は
大
事
に
持
っ
て
い
る

南
か
ほ
る

草
野
　
　
清

飢
え
て
な
い
国
の
メ
ー
デ
ー
色
あ
せ
る
佐
藤
　
武
雄

パ
ト
カ
ー
の
青
春
今
日
も
西
ひ
が
し
　
小
関
　
　
侑

今
日
の
孤
独
ど
こ
か
へ
捨
て
に
行
く
東
ひ
で
女

掃
除
機
を
持
て
ば
自
分
が
見
え
て
く
る
芝
　
玄
太
郎

買
う
気
な
く
派
手
を
着
て
み
る
試
着
室
片
岡
　
鶴
子

初
め
て
の
夫
の
見
舞
い
紬
着
て
　
　
　
高
子
　
富
枝

も
う
一
言
ぐ
っ
と
の
み
込
む
齢
の
功
　
一
條
　
芳
子

ド
ラ
マ
よ
り
オ
ウ
ム
が
占
め
る
視
聴
率
小
野
嘉
津
子

「
評
」
一
句
目
、
母
と
女
を
併
せ
持
つ
こ
と
か
ら
く
る

心
の
葛
藤
。
結
局
、
女
を
捨
て
母
に
生
き
る
。
作
句
の

技
法
が
光
る
。
秀
句
。
二
句
目
、
失
敗
を
「
蹟
い
た

石
」
と
し
、
た
え
ず
自
戒
の
宝
に
し
て
生
き
て
行
く
。

比
喩
表
現
が
う
ま
い
。
佳
句
。
三
句
目
、
要
求
は
プ
ラ

カ
ー
ド
に
ま
か
せ
、
陽
気
に
デ
モ
行
進
。
富
め
る
国
の

労
働
者
の
姿
。
元
「
闘
士
」
は
嘆
く
の
で
あ
る
。
佳
句
。

［
お
わ
び
と
訂
正
］
　
六
月
号
の
市
民
文
芸
歌
壇
の

佐
藤
ひ
で
さ
ん
の
作
品
に
誤
り
が
あ
り
，
ま
し
た
の
で
、

お
わ
び
し
、
左
の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
リ
ハ
ビ
リ
に
杖
っ
き
歩
く
と
言
う
夫
に
子
は
寄
り

　
添
い
て
選
挙
に
ゆ
き
ぬ
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＼

所得税・個人住民税の負担が軽くなりました。

／　

＼　
』i

白石市役所

紐25－2111

㊨…問い合わせ先

㊥…内線

●給与明細をこれまでのものと比べてみましょう
　サラリーマンの方の場合、平成7年1月よ1）給料から天引き（源泉徴収）される所得税の

税額が減1）、手取りが増えています。（個人住民税の減税は、平成7年6月から。）

●3．5兆円の「制度減税』が行なわれています
　平成9年4月から実施される消費税の改正に先立ち、平成7年よ1）「制度減税」が行なわ

れています。

●平成7年には、2兆円の「特別減税』が上乗せされます
　平成7年には、所得税・個人住民税の特別減税が上乗せされますので、負担がさらに軽く

な1）ます。

●サラリーマンの所得税・個人住民税減税の内容
［制度減税］

○税率の仕組みが見直され、所得が増えるにしたがって、手取1）がなめらかに増えるように

　なりました。

○基礎控除、配偶者控除、扶養控除などの諸控除が引き上げられました。

○夫婦子供二人の場合ですと下のようになります。

　★夫婦子ども2人の場合

　　6．6万円

30．0万円

66．4万円

H9．2万円

178．8万円

2．7万円
（29．0％）

5．4万円
（15．3％）

12．2万円
（15，5％）

13．8万円
（10．4％）

35．2万円
（16．5％）

9．2万円400万円

35．4万円600万円

78．6万円800万円

133．0万円1，000万円

214．0万円1，200万円

　　（注1）改正前の税額は、平成6年（度）の特別減税を適用する前の金額です。

　　（注2）子供2人のうち1人は16－22歳としました。

［特別減税］

　平成7年度については、上記に加えて、改正後の所得税額・個人住民税額の15％（それぞ

れ最高5万円、2万円）がさらに軽減されます。

一
国
民
年
金
か
ら

㊥
＝
二
六

市
民
課
か
ら

●
国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
ま
し
た
か

食
中
毒
に
こ
用
心
〃

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
ま
し

た
か
。

　
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
う
か
、
も
う

一
度
お
調
べ
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
ま
す
と
、

万
一
の
事
故
の
時
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
ば

か
り
か
、
お
年
寄
り
に
な
っ
た
と
き
の

老
齢
基
礎
年
金
さ
え
受
け
ら
れ
な
く
な

り
、
老
後
の
生
活
の
支
え
が
失
わ
れ
ま

す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
保
険
料
が
あ
る

と
き
に
は
、
す
ぐ
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
昨
年
度
の
保
険
料
納
付
に
つ

い
て
も
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
口
座
振
替
制
度
を
利
用
さ
れ

る
と
納
め
忘
れ
な
ど
が
な
く
な
り
安
心

で
す
。

●
保
険
料
の
免
除
の
申
請
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　
国
民
年
金
に
は
保
険
料
の
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　
所
得
が
な
い
と
き
や
、
災
害
に
あ
っ

た
と
き
な
ど
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
場
合
に
は
、
申
し
出
て
承
認
さ
れ
る

と
、
申
し
出
た
月
の
前
月
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
．
、
（
申
請

免
除
）

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎

年
六
月
に
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
．
（
こ
の
現
況
届
を
提
出
し

な
い
と
、
引
き
続
き
児
童
手
当
を
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
）
ま
だ
提
出
し

て
い
な
い
方
は
、
大
至
急
、
市
民
課
窓

口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
該
当
す
る
方
に
は
六
月
半
ば
こ
ろ
通

知
し
て
い
ま
す
．

国
税
だ
よ
り

食
中
毒
予
防
月
間

　
　
　
　
　
六
月
十
五
日
内
～
七
月
十
四
日
箇

　ま

た
、
障
害
年
金
や
生
活
扶
助
な
ど

を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
届
け
出
る
こ

と
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

ま
す
。
（
法
定
免
除
）

　
保
険
料
の
納
付
が
大
変
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
か
な
い

で
、
早
め
に
市
役
所
の
国
民
年
金
係
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　所得税の予定納

期
（
第
一
期
分
）

○
所
得
税
の
予
定
納
期
第
一
期
分
の
納

　
税
を
お
忘
れ
な
く
。

　
納
税
の
期
限
は
七
月
一
日
か
ら
七
月

三
十
一
日
ま
で
で
す
。

　
税
務
署
か
ら
「
予
定
納
税
額
の
通
知

書
」
（
特
別
減
税
に
相
当
す
る
金
額
を
織

り
込
ん
で
計
算
済
）
が
送
付
さ
れ
た

方
は
、
こ
れ
に
記
載
さ
れ
た
第
一
期
分

の
金
額
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す

、

　
詳
し
く
は
大
河
原
税
務
署
税
務
相
談

室
盈
〇
二
二
四
－
五
二
－
二
二
〇
二
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
、
、

　
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
コ
ー
ド
番
号

は
［
二
〇
四
〇
］
（
予
定
納
税
）
で
す
。

　
細
菌
に
よ
る
食
中
毒
は
、
例
年
六
月

か
ら
九
月
に
多
く
発
生
し
ま
す
。

　
特
に
昨
年
は
猛
暑
で
海
水
温
が
上

昇
、
こ
の
問
に
発
生
し
た
食
中
毒
は
、
ほ

と
ん
ど
が
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
に
よ
る
も
の

で
し
た
。
食
品
の
取
り
扱
い
に
は
食
中

毒
予
防
三
原
則
を
守
り
、
事
故
の
な
い

よ
う
、
元
気
で
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
．
、

　細菌を

つ
け
な
い
　
↓
　
清
潔

　
細
菌
を
増
や
さ
な
い
↓
　
迅
速

　
　
　
　
　
　
　
！
　
冷
却

　
細
菌
を
殺
す
　
　
　
↓
　
加
熱

●
二
つ
以
上
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

　
基
礎
年
金
制
度
は
「
一
人
一
年
金
」

が
原
則
で
す
の
で
、
二
つ
以
上
の
年
金

を
重
複
し
て
同
時
に
受
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
る
入
が
、
六
十
五
歳
に
な
っ
て
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
も
、
両
方
の
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
ど
ち
ら
か
一
方

の
年
金
を
選
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
、
．
重
複
し
て
年
金
を
受
け
た
と

き
に
は
片
方
の
年
金
を
返
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
．
．

　
こ
の
よ
う
に
、
二
つ
以
上
の
年
金
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、

「
年
金
受
給
選
択
申
出
書
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
役
所
国
民
年
金
係
へ
。

腸炎ビブリオ

』　　　　〔Io

　な

お
食
中
毒
予
防
フ
ェ
ア
を
下
記
に

よ
り
行
な
い
ま
す
。
皆
様
多
数
の
ご
来

場
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。

○
日
時
七
月
十
六
日

　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

○
場
所
大
河
原
町
「
フ
ォ
ル
テ
」

　
　
　
　
一
階
ロ
ビ
ー

○
問
い
合
わ
せ
先

　仙

南
保
健
所
食
品
薬
事
課

　
費
〇
二
二
四
－
五
三
⊥
一
二
一
一

　
⑳
三
二
六

不明　（5）

　　欝野が轍
　　　（2）　　　　　　　軽。5　轟

　　　　　（1〉

病原

大腸菌　　　〔1）

セレウス菌　　　（1）　　　　黄色ブドゥ

　　　　　　　　　　　〔D　球菌　　〔3

　　　サルモネラ

　　　　　　　　ウエ」レシュ

」
’
」



MRI（磁気共鳴画像）

について

公
立
刈
田
綜
合
病
院

　
　
院
長
　
菊
田

豊

雛
1寧1

　“　岬

疏

　
ゑ

や
響
亦
．
．

奪

轟 メ

『
』T蓋筆．学 笈・》7

瞠
託

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
一

人
体
の
断
層
写
真
を
と
る
方
法
と
し
　
な
い
で
血
管
が
写
る
こ
と
も
大
き
な
特
戴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ

て
、
超
音
波
（
エ
コ
ー
）
、
C
T
、
M
R
　
徴
で
す
。
特
に
脳
血
管
の
診
断
が
で
き
¶
艦
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罵…

1
が
あ
り
ま
す
か
、
C
T
が
X
線
を
使
　
ま
す
の
で
、
ま
だ
症
状
の
で
な
い
時
期

用
す
る
の
に
対
し
て
、
M
R
I
は
磁
石
　
の
脳
疾
患
の
診
断
に
有
用
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ル
ヘ

鱗
繊
器
癖
舞
難
翻
腓
欝
徽
麟
製

検
査
で
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
メ
ー
カ
ー
を
用
い
て
い
る
患
者
さ
ん
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
が

ま
た
、
検
査
前
の
食
事
止
め
や
前
準
　
は
絶
対
に
検
査
を
し
て
は
い
け
ま
せ
　
マ

備
が
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
痛
み
　
ん
、
ま
た
、
目
や
重
要
臓
器
（
例
え
ば
　
趣

や
苦
痛
も
な
く
、
C
T
の
よ
う
に
X
線
　
脳
）
に
金
属
性
異
物
の
あ
る
方
は
検
査
　
・
冨

に
よ
る
被
爆
、
と
い
っ
た
問
題
も
あ
り
　
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
胃
の
手
術
な
　
岬
争
識

ま
せ
ん
の
で
繰
り
返
し
検
査
が
で
き
ま
　
ど
で
用
い
ら
れ
る
ペ
ッ
ツ
と
い
わ
れ
る
　
…

す
。
妊
娠
初
期
で
も
大
丈
夫
と
い
わ
れ
　
金
属
や
義
歯
の
金
属
は
心
配
あ
り
ま

て
お
り
、
エ
コ
ー
や
C
T
と
比
べ
て
、
　
せ
ん
。

骨
や
腸
な
ど
の
ガ
ス
に
よ
る
画
像
へ
の
　
　
現
在
は
C
T
に
比
べ
検
査
時
間
が
や
　
｝
。
証

影
響
が
な
い
の
も
大
き
な
特
徴
で
す
。
　
や
長
い
こ
と
、
検
査
中
に
雑
音
が
す
る
　
｝
．
、

暴
醗
ぽ
灘
灘
縮
磐
舞
フ
、
齪
離
識
鰻
纏
△
臨

揮
鉦
誰
ゼ
、
造
影
剤
を
使
用
し
撮
鵡
な
診
断
器
械
に
な
る
と
思
わ
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
、

アウトドアイベントのご案内

めだかの学校～川遊びしませんか～

　「水」をテーマに川での遊びをと　　　④野外料理指康

おして自然環境とくらしのあり方を　　　　（つかまえた1

素肌で感じて学びませんか？　　　　　o参加方法

○日　時7月30日（日）10：0Q～15：00　　　　　自由に参加て

○場所白石川緑地公園　　　 会場にお越しく

④野外料理指南

　（つかまえた魚を料理しよう）

o参加方法
　　自由に参加できます．当日直接

　会場にお越しください。

○参加料　無料（魚取1）指南のみ

　200円かかります）

○お問い合わせ先

　1めだかの学校」事務局

　佐々木：遠藤
　盈25－2111（内線）361

　FAX24－4861

　
自
感
時
所
容
取
つ
険
対
然

　
し
肌
日
場
内
①

　
　
　
　
　
の

O内容野外炊飯、キャンプファ

　イヤー、ニジマスつかみ、ハイキ

　ング、沢遊び、こけしの絵付け

○費用一入3，700円

Q申し込み　7月2日～8日に電話
　でお申し込みください。（定員にな

　1）次第締切）

宮城県蔵王少年自然の家

○上記2事業の問い合わせ先

　宮城県蔵王少年自然の家

aO224－34－2101　FAX34－2102

　寝具代、保険代等）

○申し込み　7月9日～15日に電話

　でお申し込みください。（定員にな

　1）次第締切）

　　夏山親子のつどい

O日時7月28日～30日
○会場宮城県蔵王少年自然の家

O対象小中学生の親子200名
　　　　（家族70組）

チャレンジln　ZAO参加者募集

O日時8月8日～11日3泊4日
○場所蔵王少年自然の家

O対象県内の小学5～中学1年
○定員60名
o内容寝ぐら造り、蔵王縦走、

　沢遊び、魚つかみ、ナイトゲー

　ム、キャンプファイヤー等

O参加費　5，000円（食事代、シーツ

白石市食生活改善推進員

遠藤なみ子さん

　　　　　　（白川）

　
セ

【
学

｝
こ

乳製品を使った

」皿

ゑ
、
、
歳
煽

　
㌧
　
轟
，
！

・
口
．
　
銭

．
、
　
　
N

r
，
’
幣

囹回回
　　　●

　1）臣

’

㌔
　
　
，
．
、
彩

：）

ポテ恥つつみ揚げ

ホクホクポテトのおいしさを生か

して育ち盛りの子供達のおやつに

も最適／

、
＼
駕
．

隊

　　材料〈4人分〉

じゃがいも………………500昏

鶏ひき肉・一……………酢120昏

塩・こしょう・酒・・………各少々

A｛　　スキムミルク大さじ2、小

　　麦粉大さじ1、モロヘィヤ

　　の粉大さじi
B∫　　ピーマン1個、玉ねぎ中1
　　個、人参小1本、しいたけ／，j、2枚

C｛ 　　中濃ソース大さじ1、トマ

　　トケチャップ大さじ2、
　　マーガリン大さじ1、砂糖

　　少々

【
作
り
方
】

0
じ
ゃ
が
い
も
は
丸
煮
し
て
皮
を
む

き
、
熱
い
う
ち
に
つ
ぶ
し
A
を
加
え

て
よ
く
混
ぜ
る
。

②
B
を
全
部
み
じ
ん
切
り
に
し
、
鶏
ひ

き
肉
と
混
ぜ
、
塩
・
こ
し
ょ
う
を

し
、
酒
を
入
れ
汁
気
が
な
く
な
る
ま

で
よ
く
妙
め
る
。

0
じ
ゃ
が
い
も
を
手
の
中
に
伸
ば
し
て

具
を
入
れ
て
つ
つ
み
、
油
で
揚
げ
る
。

④
C
を
鍋
に
入
れ
て
火
を
通
し
て
よ
く

混
ぜ
合
わ
せ
て
ソ
ー
ス
を
っ
く
り
、

食
べ
る
と
き
に
か
け
る
。
ア
ス
パ
ラ

と
ト
マ
ト
を
そ
え
る
。

※
じ
ゃ
が
い
も
が
手
に
つ
く
の
で
油
を

手
に
ぬ
っ
て
お
く
と
き
れ
い
に
ま
る

め
ら
れ
ま
す
。
．

了
→

二τ二．』

腱

（
）

PL法（製造物責任法）
ってイ可？（2）

製
造
物
の
欠
陥
に
よ
っ
て
生

命
、
身
体
ま
た
は
財
産
に
損
害
を

被
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
場
合

に
、
被
害
者
が
製
造
会
社
な
ど
に

対
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
法
律
で
す
。
な
お
、
平

成
七
年
七
月
一
日
よ
り
出
荷
さ
れ

た
製
品
に
起
き
た
事
故
に
適
用
さ

れ
ま
す
．
、

－
被
害
に
あ
っ
た
ら
1

事
故
の
原
因
を
特
定
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

一
、
証
拠
を
確
保
す
る
。

二
、
事
故
を
起
こ
し
た
製
品
は
手

元
に
保
管
す
る
。
警
察
署
や
消

防
署
に
渡
す
と
き
は
預
り
証
を

も
’
り
・
つ
。

三
、
身
体
的
な
損
害
を
被
っ
た
と

き
は
医
者
の
診
断
書
を
も
ら
う
。

－
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
－

一
、
製
品
は
正
し
く
選
び
ま
し

よ
・
つ
．
り

二
、
製
品
は
正
し
く
使
い
ま
し

よ
・
つ
。

三
、
製
品
の
整
備
点
検
を
こ
ま
め

に
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

被
害
に
あ
っ
た
場
合
に
は
ま

ず
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

宮
城
県
消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

費
〇
二
二
－
二
六
一
－
五
一
六
一

盈
〇
二
二
－
二
六
一
1
0
九
几
九

（
消
費
者
ダ
イ
ヤ
ル
）

大
河
原
県
民
相
談
室

暦
〇
二
二
四
－
五
二
－
五
七
（
り
○

白
石
市
消
費
生
活
相
談
室

岱
二
五
－
二
一
一
一
（
内
線
）
六

五
三

匹ワ叫

　
餌灘饗

［
　
罰
［鐸

調査年月日：平成7年6月1日
安　値

　　　68

　　498

1，600

7，000

　　130

　　550

　　720

　　774

　　105

4，560

高　値

　　　88

　　598

2，30〔）

6，300

　　250

　　650

　　720

　　810

　　115

　　　80

5，511

対前年同月比

　一3〔）

十140
十44（】

一30

十　6

－81

－77

平均価格

　　78

　　550

1，920

6，860

　　158

　　576

　　720

　　782

　　111

一3944，836

　規　　　　　格

幅25em、長さ8m
T吊化繊用無リー紙箱入｝1
濃紬小型15kg
・1・学生調髪

コールトショート

長袖ワィシャッ

外食並1皿
18セ店頭価額

18晒己達料込価額

1だ現金

1を現金

10m篭

品　目
アルミホイル

洗濯用合成洗剤

理髪料

安値
　128
　138

　
グ

　
、
！

　
二

　
一

　
リ
　
ク

料トー
ノ

・
不

　
マ

　
「

　
ノ

料髪

カレーライス

灯　　　油

レキュラーカソリ／

軽　　　油

プロパンガス

188

258

368

177

／68

347

148

高　値

　　165

　　198

　　　82

　　223

　　298

　　298

　　198

　　216

　　358

　　　79

　　198

対前年同月比

　十　4

　－　18

19

十21

十14

十6

8ワロ一

　　

　
「

平均価格

　　145

　　166

　　　75

　　200

　　277

　　342

　　194

　　193

　　352

　　　71

　　170

　規　　　　　格

並食1袋6～8枚切
薄力粉11・g

袋入り1〔）Og

上白糖lkg
上級濃口1にボリ容器天リ

ポリ容器入り700g

カルト／人リソツト3Z5g

顎氏容器入1〕1，00r℃c

カルトン入り2259

400枚1200組1紙箱入リ

幅30e皿、長さ20m

品　目
食　パ　ン

小　麦　粉
即席中華めん

砂　　 糖

しょうゆ
サラダ‘由

　
　
一

　
　
ベ

　
　
ユ
　
　
、

　
　
一
丁

　
タ

牛
。
バ

『
戸
’

リカ「マ

　
　
一
フ



拶スパッシュランドしろいし瑚脚26 7月の休館日 12日

◎8月は休まず営業いたします
　　夏休みはスパッシュランドで元気にすこそう1ノ

一
、

研修棟貸室料金改定

◎研修棟貸室利用料金のこ案内

●不忘の間（北・南）各27畳

　1時間当たり　1，300円

●蔵王の問（東・西）各18畳

1時間当た1）　1，000円

◎合宿宿泊にもこ利用できます。

（利用時間15：00～翌日11：00まで）

●蔵王の問・不忘の間

　1泊2食6，QOO円より
（6名様よ『）ご予約承ります。）

●研修室（201～209）

　1泊2食　一部屋4名様

8，000円よ1）（2名様よりご予約

承1）ます。〉

その他、詳しくはスパッシュラン

ドしろいしまでお問い合わせくだ

さい。

第37回市民水泳大会開催／

○日時
9月3日（日）9時開会式

o場所スパッシュランドしろい

し50m公認プール

○参加資格　市内の小・中・一般

○競技種目

自由形50m・100m

平泳ぎ50m・100m

バタフライ50m・100m

背泳ぎ50m・100m

リレー200mメドレー

　　200mリレー
あなたも50mの大きなプールで夏

休みの練習の成果を発揮してみまし

よつ。

○問い合わせ先

白石市水泳協会連絡所

盈25－2111（内線）431　伊藤

スパッシュランドしろいし

盈29－2326　担当　菅原

古典芸能伝承の館「碧水園』盈2卜7949 7月の休館日3・10・17・24・3旧

碧水園茶会 碧水園茶事基礎講座
6月25日から7月20日まで
能楽堂が使用できません

初めての方もどうぞ〃簡単なお茶

の飲み方の指導もいたします。

○日時7月2日・16日（日）

　　　10時～15時
○お茶券　400円

基礎から本格的な茶事まで行なえ

るよう指導いたします。

○受講料　無料（菓子代等自己負担

金月1，500円かか1）ます。〉

○申し込み　碧水園まで電話でご連

糸各ください。

6月25日から7月20日まで、能楽

堂冷暖房増築工事を行ないます。工

事中は能楽堂の使用（見学）ができま

せん。（楽屋、茶室は使用できます。）

弥治郎こけし村晒3993

平成7年度夏休み小学生こけし絵付けコンクール

○日時8月2日・3日
午前の部9：3Q～午後の部！3：30～

o場所　白石市弥治郎こけし村

○募集人員　両日のそれぞれ午前、

午後の部30名ずつ。（合計120名）

o内容
　18emの白木のこけしに60分以内

に自由に絵付けをしていただきます。

○応募締切日

7月25日（但し、定員になト）次第

締め切らせていただきます。）

○参加料　一人1，α〕0円

（入村料、こけし代含む）

○申し込み

　ハガキ又はファックスで参加者

の氏名、学校名、学年、住所、電

話番号を記入し保護者の方がお申

しユムみください。

Q申し込み・問い合わせ先

丁989－07

白石市福岡深谷八宮字弥治郎北

72－1

（賄白石市文化体育振興財団

白石市弥治郎こけし村

小学生こけし絵付けコンクール係

FAX・盈26－3993

　弥治郎こけし村
　よ　にん

誉人展（4人展）

ちょうちんごま・追っかけごま・汽

車・日月ボールなどなど。昔なつか

しい木地玩具に逢いにきませんか？

○日時7月21日轡～31日（月）

○場所　白石市弥治郎こけし村

　　　特設展示ホール

．・藻評敏
瀟傾㍉ゆ

澗

コ

　
　
　
　
碑
槻
冨
雌
へ
　
ね
職
持
一
ら
か
誤
観
・
洗
る
　
こ
の
一
亜
承

　
　
　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
七
月
六
日
公
示
さ
れ
、
投
票
日
は
七
月
二
十
一
一
一
日

　
　
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
み
ん
な
で
ぎ
れ
い
な
選
挙
を
行
な
い
、
大
切
な
一
票

　
　
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
使
用
す
る
選
挙
人
名
簿
は
、
七
　
　
び
、
小
原
第
↓
投
票
所
は
午
後
五
時
ま
　
　
　
当
日
歩
行
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と

月
五
日
現
在
調
整
の
名
簿
で
、
こ
の
名
　
　
で
そ
れ
ぞ
れ
繰
り
上
げ
と
な
り
ま
す
。
　
　
　
予
想
さ
れ
る
場
合

墾
構
鐘
．
る
方
．
要
件
は
次
▼
入
場
券
　
　
　
次
離
雛
魏
郭
讐
難

○
年
齢
要
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郵
便
に
よ
り
お
届
け
し
ま
す
。
一
枚
　
　
●
期
間
　
七
月
六
日
内

　
日
本
国
民
で
昭
和
五
十
年
七
月
二
十
　
　
の
パ
ガ
キ
に
四
名
連
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
　
　
　
　
　
　
～
七
月
二
十
二
日
出

　
四
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
　
　
　
　
　
　
で
、
切
り
離
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
　
　
●
時
間
　
午
前
八
時
三
十
分

o
住
所
要
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
入
場
券
を
な
く
し
た
り
、
し
　
　
　
　
　
　
～
午
後
五
時

　
①
平
成
七
年
四
月
五
日
ま
で
に
転
入
　
　
ま
い
忘
れ
た
り
し
た
と
き
は
、
投
票
所
　
　
●
場
所
　
市
役
所
三
階
選
挙
管
理
委
員

　
　
届
を
し
、
引
き
続
き
居
住
し
て
い
　
　
の
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
会
事
務
局

　
　
勢
．
　
≧
　
　
　
　
　
　
▼
不
在
者
投
票
　
　
　
　
　
．
入
場
券
．
印
鑑
を
持
参
の
こ
と
。

　
②
白
石
市
内
力
ら
転
出
し
て
四
か
月

ま
櫨
璽
誌
ψ
転
居
蝶
騨
諜
璽
灘
醤
▼
投
票

（
市
内
）
さ
れ
た
方
は
、
転
居
前
の
投
　
　
　
行
け
な
い
方
の
た
め
に
、
不
在
者
投
　
　
　
今
回
の
投
票
は
、
選
挙
区
選
挙
と
比

票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
例
代
表
の
二
通
り
の
投
票
が
あ
り
、
選

▼
投
酉
蒔
間
　
　
糞
賭
牒
魏
麓
騨
職
務
鑛
詳
確
．
駅
蕪
鎗

　
七
月
二
十
三
日
午
前
七
時
か
ら
午
後
　
　
　
ま
た
は
、
業
務
に
従
事
す
る
場
合
　
　
　
票
は
、
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
の
名

六
時
ま
で
で
す
が
、
福
岡
第
六
、
第
　
　
②
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
、
事
故
　
　
称
ま
た
は
、
略
称
を
記
載
し
て
く
だ

七
、
第
八
及
び
小
原
第
六
投
票
所
は
午
　
　
　
の
た
め
に
市
外
へ
出
か
け
る
場
合
　
　
　
さ
い
。

後
四
時
ま
で
、
福
岡
第
二
、
第
十
及
　
　
③
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
等
に
よ
り
選
挙

七
月
二
十
三
日
は

　
　
第
十
七
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
投
票
日
で
す

放送大学宮城地域学習センター学生募集

放送大学「宮城地域学習センター」

では、平成7年度第2学期の学生を

募集してお1）ます。

○入学資格　18歳以上であれば、一

般社会入や主婦を問わずにどなた

でも入学できます。入学試験はあ

1）ません。

○種類　1年間学習の選科履修生

　　1学期間学習の科目履修生

○出願期間　7月15日～8月15日

o授業科目　語学、心理学、経済学、

自然科学等様々な分野にわたる

312科目を開講しています。

0入学料　選科履修生　6，000円

　　　科目履修生　4，000円

○授業料　　1単位4，000円1通常の

授業は2単位です。）

○募集要項請求先

放送大学「宮城地域学習センター」

〒980仙台市青葉区片平二丁目1－1

費022－224－0651FAXO22－224－0585

宮城県いきいき学園学生募集（10月入学）

○対象　県内の概ね60歳以上で継

続して通学可能な方

O場所・募集人員

仙南校：グリーンピア岩沼・40名

○学習日　年間22日／月2回　2年

間継続）

O募集期間　7月24日～8月12日

○問い合わせ先

　飾宮城生き生き財団費022－219－

1171へお問い合わせください。申

込書は白石市福祉事務所に用意し

てお1）ます．

（参議院議員通常選挙投票記載例）

選挙区
投票用紙・黄色

比例代表
投票用紙・白色

▼
開
　
　
票

　
開
票
は
、
七
月
二
十
三
日
㈲
午
後
七

時
三
十
分
か
ら
白
石
市
民
体
育
館
大
ホ
ー

ル
に
て
行
な
い
ま
す
，

　
白
石
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
白
石
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

鵡
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鉱夏季教材映画貸出

夏季中の16ミリ教材映画貸し出し

は、10本1組のセットにして各市町

へ配送にな『）ます。

白石市への貸し出し期問及び貸し

出し教材は次のとおりです。希望さ

れる方は中央公民館へ電話でお問い

合わせください。

なお、セット以外のフィルムもあ

りますのでお気軽にどうぞ。

歌かるた教室

白石城が120年ぶ1）に甦りまし

た。この機会に日本の古典文化のひ

とつ「歌かるた教室」に参加してみ

ませんか。

○日　時　8月から毎月第2・第4

土曜日13：30～

o場所　中央公民館
○対　象　小・中学生、一般

o参加費

一般1，000円、小・中学生500円

○申し込み　7月14日までに中央公

民館へ電話でお申し込みください。

貸し出し期間

7月15日

　～

7月24日

7月26日

　～

8月3日

セット貸し出し16ミIlフィルム

15491）金のがちょう（25・C）
（5476）こぎつねコンとこだぬきポン（21・C）

（55mガラスびんの中のオバケ（10・Cl
（5416）こびとと靴屋（10・C）
（5447）お　う　さ　ま　は　だ　れ　だ（10・C）

（5556）ジャングル大帝～故郷（24・C）
（5571）ハクちゃん行進曲（50・C）
（5581）ドナルドダ’クとゆかいなペンギン（11・C）

／5601）スーバーマリオの交通安全（14・C）

〔5606）金色のクジラ（25・C）
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貸し出し期間

8月5日
　～

8月14日

8月16日

　～

8月24日

セット貸し出し16ミリフィル
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（5475〉まぼろしの四番バッター（40・C）
（5402）ひろしまのエノキ（21・C）
（0313）アラレちゃんの交通安全（14・C）
（5365）銀　河　鉄　道　9　9　9　No3（25・C）
（5502）魔法の　じ　ゅ　う　た　ん（20・C）

（5522）こびとといもむし（IO・C）
（5546）す　　 て　　　き　　　坂（10・C〉
（5561）ハーイあっこです～みんなの交通安全（52・C）

（5579）ジャングル大帝～信頼～（14・Cl
（5593）ミッキーマウスのたのしい冬（10・C）

働く婦人の家鯉卜5095暮縄雷畠扁目7

特別講座「ふるさとの山を観る講座」受講生募集 働く婦人の家は

O日　時　7月25日（火）8：30～16：00

0場所刈田岳熊野岳
O内容蔵王連峰の最高峰（1840．

5m）に立ち、360度の大景観、美し

くかれんな高山植物を観察します。

○講師　渡辺　信有先生

○参加費用　1，200円（バス代、保

険代等）

O定員25名（定期講座の方はご
遠慮ください。）

o申し込み期間

　7月5日困8＝30から受け付けま
す、（定員にな1）次第締め切1）ます。）

○申し込み方法

　白石市働く婦人の家に直接ご来

館のうえお申し込みください。

ペン習字サークル作品展示 型絵染サークル作品展示

7／4～7／10仙南信用金庫東支店

7／10～7／20セラビ白石店1階ホール

7／20～7／31市役所！階ホール

講　師　永井忠雄先生

※ぜひご覧ください。私も習いたい

という方は、毎月第2と第4の水

曜日、午前9時45分から1！時45分

まで実施してお1）ますので働く婦

人の家までお問い合わせください．

Q期　日　7／10～7／20

0場所市役所1階ホール
噸

歯

臨

★男性の方でも希望があれば受け付

けてお1）ますのでお申し込みくだ

さい。

★託児も行なっております。お子様

連れでも参加できますので、ご相

談ください。（ただし日中のみ）

　　◎、1「階、

　　　　（　に　　　 ・噸

　　　ノノ　　　ノ

更．．謬郵講
働く婦人の家には様々

な講座・サークルがあ
ります。

お気軽にどうぞ／

　
書

灘
図

㎜
母

搬

館岱2卜3004

手づくり絵本講習会 子どもの絵本展示会

○日時・内容

●7月25日（火）9：30～12：00

　絵本のシナリオについて

●8月1日（火）9：30～12：00

　本の中身づくりと製本

●8月8日（火）9：30～12＝00

　製本・マトメ

※3回通して受講してください。

o場所白石市図書館一般閲覧室

○講　師　白石絵本を楽しむ会

　　会長　鈴木智恵子さん
○対象　どなたでも参加できます

が小学校4年生以下は親子で参加

してください。

○定員40名
○参加費　300円（材料費）

○申し込み期限

7月19日困まで白石市図書館へ

O日　時　7月7日㈲～9日（日）

　　9；00～16：00
0場所　白石市図書館2階文化室

※昨年度発行された児童図書の中か

ら子ども達に読んで欲しい本300冊

を宮城県図書館から借り受け、移

動展示するものです。お子さんと

一緒にお出かけください。

．夏休み子供会「七夕飾り』

O日時7月28日㈹10時～12時
o場所　白石市図書館一般閲覧室
○内　容　みんなで七夕飾｝）を作っ

て笹竹に飾りましょう。

○対象小学生40名
○申し込み　7月23日（日）まで図書館

にお申し込みください。

o参加費無料

自動車文庫配本所一覧表（2ヶ月毎巡回）

　　　　　　　　　　　　　（平成7年4月現在）
号
　
便

地区名

越河
1

号
便
④

2

号
便
⑥

3
号
便
③

4

号
便
⑤

特
号
③

斎川

大鷹沢

白川

大平

白石

白石

福岡

福岡

寿山

小原

N凪

1

2

3

4

1

2

3

4

5

6

1

2

3

1

2

3

4

5

1

2

3

氏　名

越河公民館

越河保育園

菅野とく

斎川公民館

佐藤謙五
大鷹沢公民館

大鷹沢保育園

白川公民館

鈴木光子

高橋憲次

大平公民館

働く婦人の家

第2幼椎園
勤労青少年ホーム

老入福祉センター

深谷保育園

福岡公民館

深谷公民館

岡部捨男

東保育園

小原保育園

住　　所

五賀字南原2－1

五賀字南原2－6

字中屋敷7

字新田尻31

大町字愛宕99

三沢字五丁目48

三沢字竹の中1－1

津田字内堀6－1

大卒都姿字岩の上如一2

内親字向前2

中目字西田7

新館町1－21

南町2－2－1

延命寺北21－1

蔵本字薬師堂23

深谷字南沖26

長袋字陣場か丘12－1

深谷字南沖21

八宮字不忘山249

寿山15－8

字原11－2

文庫
種別

親子
もどこ

親子

親子

成人

親子
こども

親子

成人

親子

親子

親子
もどこ

成人

成人
こども

親子

親子

成人
もレ

」こ

もどこ

冊　数

成人向

50冊

20

50

30

50

50

30

20

50

80

50

50

50

50

20

こども向

50冊

20

10

50

50

20

50

20

50

20

60

20

50

50

20

09
9

電　話

28－2101

28－2233

25－5824

25 2701

25－3872

25－2711

24－5740

27－2101

27－2233

27－2251

25－2338

25－5095

25 6326

25－3720

25－3660

25－5096

25－2249

24－4540

24－8213

25－2059

29－2556

國

ひ⑥・ば

LIBRARY　NEWS

日時　7月15日（土〉午後1時30分

場所　白石市図書館文化室

■新着図書案内30選

1、世界のコンピュータ・マップ・PCバト
ノレロイヤル’95

　　ジャストシステム出版編集部編
2．朝の生活変革術・自分を変えたいあな

たへ　　　　　　　　　　福永　法源著

3．入間関係を学ぷ　　　　安東　末広編

4．ダイアナ妃の恋

アンナ・パステルナーク著・大野　晶子訳

5．ガンジスの河は流れる・インド・ネパー

ルの旅　　　　　　　　　　八幡　仁志著

6．老いも天の恵み　　　　　山本　武生著

7．農的生活・「競争」から「共生」への新しい

ライフスタイル　　　　　　大塚　勝夫著

8．実録ホームレスとは！？いまたに増え続け

るホームレスの実態レポート

　　　　　森川　直樹著
9．在宅・フリーで働く！！資格ベスト・方イド

　　　　　大栄出版編集部編
10．「気」って何だろう・中国医学に観る気

　　　　　　林一著11．中性脂肪（トリグリセライ1っ成人病を防

ぐ食事と知識　　　　　監修・森瀬　春樹

12．若さの秘訣は歩き方にある・一万歩歩か

ない人は早死にする　　　　　富家　孝著

13．お天気生活辞典・お茶の間保存版

　　　　　平沼洋司著
14．まちに自然をつくる・英国流環境保全実

践ガイド

トラスト・フォー・アーバン・エコロジー編著

15．日本列島危険地図・物質文明か抱えるも

う一っの現実　　　　　　　白取　春彦著

16．輸出入手続ガイドブソタ・はじめての八

にもわかる　　　　　　　　山崎　静光著

17．わかりやすい歌舞伎鑑賞の手引

　　　　　大内美予子著
18．おかあさん作文はたのしかったよ

　　　　　奥田富子著
19．王朝順夢謂　　　　　　　田辺　聖子著

20．半人前が残されて　　　　伊集院　静著

21．ワインの涙・男の物語　　村松　友視著

22．向かい風の朝　　　　　　堺屋　太一著

23．わか生涯・生きて愛して闘って

　　　　　住井すゑ著
24．家庭の幸福　　　　　　　杉村　暎子著

25．行きどま1）　　　　　　北方　謙三著

26．飼猫ボタ予の生活と意見　曾野　綾子著

27．沈黙の土俵　　　　　　　小杉　健治著

28．生きる歓び　　　　　　　　嬌本　∫台著

29．もう、きみには頼まない・石坂泰三の世界

　　　　　城山三郎著
30．冬物語

　カーレン・ブリクセン著・1度辺洋美訳

o開館時間　火曜～土曜日　9時～17時

　　日曜日　　　10時～旧時
○休館日　7月3日、10日、17日、24日、

　　31日月末整理日
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★ δ

ザ瀦τ
「
弼

、
ご

白石市職員募集

o職種及び採用予定人員

　調理員　　若干名

○受験要件

　　昭和31年4月2日から昭和53年

　4月1日までに生まれた者で、調

　理師の免許を有する者

○試験日時

●第1次試験

　9月17日（日〉10二〇〇～12：00

　適性試験・作文試験

・●第2次試験　lo月中旬頃

　人物試験・身体検査・身上調査

○採用時期　平成8年4月1日

o受験手続
　　受験申込用紙は、白石市役所総

　務部総務課人事係に用意された用

　紙を使用し、所要事項を記入し写

真を貼り、総務課に提出してくだ

　さい。

○申込受付期間

　7月10日（月〉～8月9日（水）

　月～金曜日の8：30～17：00（土・

　日・祝日を除く）

郵送の場合は最終日の消印有効

○申し込み・問い合わせ先

〒989－02白石市大手町1－1

　白石市役所総務部総務課人事係

盈25－2111（内線）332

0その他　受験申込用紙を郵便で請

求する場合は、封筒の表に「職員

採用試験申込書請求」と朱書し、

返信用封筒（大学ノートの入る大

　きさで、宛名を明記して！30円切

手を貼付）同封のこと。

白石市外二町組合職員募集

○職種及び採用予定人員

看護婦　　　若干名

理学療法士　　1名

○受験要件

平成7年7月1日現在で満年齢40歳

未満の者で、受験する職種の資格を

有する者または資格取得見込みの者。

○試験日時・種目

●第1次試験

試験日時　7月30日（日）

　　　　10：00～12：00

試験種目　作文試験

●第2次試験

試験日時　8月上旬

試験種目　八物試験・身体検査・

　　　　　身上調査

○採用予定日　平成7年10月1日ま

　たは平成8年4月1日のいずれか。

○勤務場所　公立刈田綜合病院

○受験手続

　公立刈田綜合病院に用意された

受験申込用紙を使用し、所要事項

　を記入のうえ提出してください。

○申し込み受付期間

　7月3日（月）～7月20日〔木）

　（土・日曜日を除く）

※受験手続、その他受験に関する問

　い合わせは公立刈田綜合病院庶務

課人事係盈25－2145（内線）323へ。

☆臨時職鼻慕集

○職種及び採用予定人員

看護婦（有資格者）若干名

○応募要件

平成7年7月1日現在で満年齢40

　歳未満の者で心身ともに健康な者。

Q採用日　随時

○勤務場所　公立刈田綜合病院

o応募期間　随時

　（予定数になり次第締め切1）ま

す。）

※雇用条件その他についての問い合

　わせは公立刈田綜合病院庶務課人

事係盈25－2145（内線）323へ。

「
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第9回みやぎ蔵王

高原マラソン大会

○日　時　9月15日（祝）雨天決行

　　　　受付　8：20～9：！0

0場所国立南蔵王青少年野営場

o種目
　3km（小学男女、中学女、親子ペア）

　5km（中学男、高校男、一般男女）

・10km（一般男女）

・20km（一般男女）

・ヘルスパイオニアコース

　　　　　　　（60歳以上）

o参加料

小・中学生600円、高校生800円、

一般1，400円、親子ペア1，500円、

ヘルスパイオニアコース800円

○申し込み先

　みやぎ蔵王高原マラソン大会実

　行委員会事務局（市教育委員会内）

岱25－2111（内線）412へ。

o申し込み締切日

　8月18日㈲（当日消印有効）

○その他

　●貸切バス運行（白石駅⇔会場）

　●参加者全員に参加賞、完走証

　　授与

　●温泉入浴券進呈

生涯スポーツ推進事業

ボードクライミング講習会

登山の全く経験のない人でも、ス

ポーツ感覚で気軽に楽しめる

　「ボードタライミング」にチャレ

ンジしてみませんか！

O日時7月25・26・28・31日

　　　　8月1日
　　　　9：00～11＝30

0場所益岡公園クライミングウ

　　　　オール

○定員各日とも30名
○対象者　小学4年生以上

○申し込み方法

　7月17日までに市教育委員会生
涯学習課体育係奮25－2111（内線）

412へお申し込みください。

仙南地域広域行政事務組合職員募集

o職種・採用予定人員

●初級　行政　若干名

一般行政事務に従事

●初級　消防　男若干名

消防業務に従事

●労務　業務員　若干名

　し尿処理収集及び火葬業務に従事

○受験資格

●初級行政

　昭和47年4月2日から昭和53年

　4月1日までに生まれた者で、学

校教育法による高等学校を卒業し

　た者または平成8年3月31日まで

　に卒業見込みの者

●初級消防

　昭和47年4月2日から昭和53年

　4月1日までに生まれた者で、学

　校教育法による高等学校卒業の学

　歴を有し（平成8年3月卒業見込

　みの者を含む）、平成8年3月

末日までに普通自動車運転免許を

取得可能な者。

●労務業務員

　昭和36年4月2日から昭和53年

　4月1日までに生まれた者で、学

校教育法による高等学校卒業の学

歴を有し（平成8年3月卒業見込み

　の者を含む〉、平成8年3月末までに

普通自動車運転免許を取得可能な者。

○試験日時・場所

　平成7年9月17日（日）午前10時

〒989－12大河原町字新青川1－1

　仙南地域広域行政事務組合

o申し込み受付期間

　7月10日～8月9日
○申し込み方法

　仙南地域広域行政事務組合総務

　課（ao224－52－2628）から所定の

　申し込み用紙の交付を受けて申し

　込みください。

第10回「身体障害者による書道・写真
全国コンテスト」宮城県大会作品募集

　身体障害者手帳、療育手帳をお持

ちの方ならどなたでも応募できま

す。この機会にぜひご出品ください。

○応募作品

●書道の部　一人2点以内

　半紙サイズ（33．3×24cm）。用紙の

　種類は問いません。

●写真の部　一入2点以内

　四つ切1）又はW四つ切1）。組写真

　不可。パネル、額縁はしないでく

　ださい。

○締切日　8月14日必着

o応募用紙　市福祉事務所社会福祉

係に用意してあ1）ます。

○作品展示　9月2日～3日

　今年は、「とっておきの芸術祭

inMIYAGI」の会場（七ヶ浜町
生涯学習センター）に全作品展示

　します。

o問い合わせ、郵送先

　宮城県身体障害者福祉協会「コ

　ンテスト」係〒983仙台市宮城野

　区幸町4丁目6－2費022－291－1587

　FAXO22－291－1588または、市福祉事

　務所社会福祉係低25－2111（内

　線）156まで。

親子で訪ねる白石の歴史参加者募集

○日　時　7月30日旧）（雨天決行）

　　　　市役所9：30集合

Qコース　白石城天守閣一ミュージ

　アムー武家屋敷一片倉家御廟所一

〇対象市内に住む母子・父子家

　　　　庭の親子

・っ定員25名（定貝次第締切）

○参加費　親1，000円、子供1入5〔）0円

○申し込み、問い合わせ先

　7月21日までに市社会福祉協議

　会留25－2111（内線）159へ。

※昼食は主催者が用意します．

子供だけの参加は認めません．

自衛官募集

○種目　航空学生・一般曹候学生・

曹候補士

○資　格　高卒以上21歳未満の男女

○受付　8月1日～9月8日
○試験9月17日（日）、航空学生の

み23日吐）

○待　遇　初任給　157，000円、

　ボーナス年3回5．2か月分、週休

　2日
Q問い合わせ先

　大河原募集事務所盈0224－53－2185

平成7年宮城県警察官

採用試験

o試験職種
警察官B　婦八警察官B

O受付期間　8月1日～31日

01次試験　9月17日（日）

○応募要件

　昭和41年4月2日から昭和53年

　4月1日までに生まれた者で、学

　歴は問いません。ただし学校教育

　法による大学の卒業者・平成8年

　3月卒業見込みの者を除く。

○その他

　　リフレッシュ休暇、夏期休暇、

　完全週休二日等の恵まれた「勤務

　条件」等が保証されています。

○問い合わせ先

　　白石警察署警務課盈25－2138も

　しくは、最寄i）の交番・駐在所まで。

仙南視聴覚教材
センターから

　仙南地域広域行政事務組合視聴覚

教材センターでは、管内の教育関係

者および一般の方を対象に、下記の研

修会を催します。ぜひご参加ください。

●7月27・28日　バソコン研修会

●8月1日　　OHP研修会

●8月2日
　スライド、スチルビテオ研修会

●8月3日　　VTR（録画）研修会

○対象管内の教育関係者、一般

○問い合わせ先

　仙南地域広域行政事務組合

　視聴覚教材センター

　費0224－52－3433
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7月2日
　内科海津内科医院低24－3571

　外科刈田病院盈25－2145
　歯不斗　三沢歯科クリニック　盈25－6483

7月9日

　内科柿崎医院奮25－2210
　外科刈田病院盈25－2145
　歯科水野歯科医院盈26－2401
7月16日

　内科亘理医院E25－8501
　外科刈田病院且25－2145
　歯科村上歯科医院a33－4125
7月23日

　内科大沼医院智25－2502
　外科銭谷医院盈25－2Q10
　歯科谷津歯科医院盈26－3254
7月30日

　内科　三浦クリニック　盈25－6854

　外科宮城医院盈25－2062
　歯科亘理歯科医院盈26－2563

※都合により変更になる場合がありま

す。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

市内の交通事故糊藷5

事故発生件数

死亡者数

負傷者数

物損件数

53｛牛　（337｛牛）

0人（0人）

10人（76人）

43f牛　（273f牛）

顧人口42，084人（前月比）　＋7

　僚20・688　辱21．396
睡世帯数
　　　　　　※住民基本台帳から
書12，448　　　5月31日現在

公立刈田綜合病院からのお知らせ

7月から毎週土曜日が休診になります。

　公立刈田綜合病院では、7月から

完全週休2日制の導入に伴い外来診

療が毎週土曜日休診となります。土

曜日完全休診による患者サービスの

低下を招くことがないよう、業務効

率を向上させ、診療の充実を図って

まいりますので、皆様方のご理解と

ご協力をお願いいたします。

月曜日～金曜日の診療時間

●午前8時30分～11時30分

●午後1時～4時

　ただし、診療科によっては、受付

できない診療科がありますので、案

内受付の「診療案内」をご覧くださ

いo

　急患の方は休診にかかわらず従来

どお1）受け付けいたします。

慧
葦，の交通事故防止運動

◎実施期間

　平成7年7月18日から8月31日ま

での45日間

◎運動の重点目標

　●過労運転の防止

　●無謀運転の防止

　●暴走族の追放

　夏は高温多湿で体力の消耗が激し

いことに加え、夏休みを利用した家

族旅行など長距離運転や不慣れな道

路による過労運転で交通事故が多発

します。

　またこの季節には、暴走族が横行

することから、暴走族の危険性、迷

惑性、反社会性を訴え、暴走族の根

絶と事故防止を図ることを目的に、

夏の交通事故防止運動を実施します。

、疸い犬に咬まれる事件が続発しています

　最近、白石市内で飼い犬に咬まれる

事件が続発していています、中には

飼い犬の登録をせず、狂犬病の予防

注射も受けていない方がおりました。

　咬傷事件は、飼い主の責任です。

飼い犬は責任をもって管理し、迷惑

をかけないようにお願いします。

　白石警察署生活安全課・仙南保

　健所・白石市

わやかフェスティバル’95

日
場
内
O
O
O

ヘルスパイオニアタウン・かんぽ健康増進支援事業一
日寺　 7月9日（日）9＝OO～

所白石市中央公民館

容

●講談「長寿社会いきいきライフ」

　講師　宝井　琴桜

●健康相談、歯の相談

●骨密度測定（定員になり次第締

　め切1）ます）

●講話「肥満・骨粗しょう症につ

いて」

●健康食コーナー

●体力チェックコーナー

　●青っ葉市

　この他にも楽しい催し物が盛りだ

くさんです。詳しくは各家庭にお配

『）したチラシをご覧ください。

O問い合わせ先
　市保健課盈25－2111（内線）604

白石陽光園盆踊り大会

　星空の中、入所者とともに元気に

踊り、焼きそば・ビール・かき氷等

を食べながら、美しい打ち上げ花火

をご覧になりませんか。

○日時　8月4日㈹
　　　　18二30～20：30（雨天中止）

O場　所　白石陽光園グラウンド

○問い合わせ先

　　　　白石陽光園盈25－9511

弟45回社会を明るくする運動
誇榊

　ふれ合いと対話が築く明るい社会

　』し社会を明るくする運動”は、すべ

ての国民が、犯罪の防止と罪を犯し

た入達の更正について理解を深め、

それぞれの立場において力を合わせ、

犯罪や非行のない明るい社会を築こ

うとする全国的な運動です。（7／1～

7／31）

　この運動の広報映画「空へ／夏の

工一ル』が7月17日午後2時5分か

ら仙台放送で放映されますのでぜひ

ご覧ください。

第45回社会を明るくする運動

　　　　　　白石市実施委員会

主唱法務省

楽北安全衛生鱒
　センターかbのお知らせ

　東北安全衛生技術センターでは、

安全衛生関係の資格のとれる各種試

験を実施しております。

○問い合わせ先

　〒989－24岩沼市押分字志引264

暦0223－23－3181

い羅鰭誓5鷲らぎ

●空きカン、ゴミは川原に投げ捨

てず、必ず持ち帰りましょう。

●堤防、護岸などの施設を傷つけ

　ないようにしましょう。

●川をみんなで美しく保つよう心

ヵごけましょう

　　　　白石市土木部建設課

白石市民の皆様

　　　　　　　　暖かいこ支援を

ありがとうこぎいます。

　1月17日の震災発生以来、白石市

民の皆様から暖かい励ましと多くの

ご支援をいただいてまいりました。

心からお礼申し上げます。

　6か月がたち、神戸市内では復興

に向けてつちの音が響き、人々の生

活も徐々にではありますが、落ち着

いた状態に戻りつつあ1）ます。

　長く険しい道のりではあ1）ますが、

神戸を今まで以上に魅力ある街とし

てよみがえらせるよう努力してまい

1）ますので、引き続きご支援をいた

だきますお願いいたします。

　平成7年7月

　神戸市長　笹山　幸俊

白石郵便局からのお知らせ

　この夏ふるさとの涼味

　　　　　「白石温麺』を／

　郵便局では、夏場の食品、特にお

中元用として人気のある白石市の代

表的な地場産品「白石温麺」・「手延

温麺」などを各種ご用意し全国に発

送してお『）ます。

　料金は、郵送料込で2，200円から

3，500円までとなってお1）ます。

　白石市内の各郵便局窓口に、パン

フレット兼申込書を準備してござい

ますので、皆様のご利用をお待ちし

てお『）ます。

　暑中見舞い用ハガキ

　　　「かもめ一る」好評発売中／

　平成7年暑中見舞い用郵便ハガキ

（愛称「かもめ一る」）を発売しており

ます。葉書は無地と絵入r）3種類

で、夏にふさわしいさわやかなデザ

インが施されており、ごあいさつ、

近況報告にお勧めいたします。

　気持と気持を優しくつなぐハート

フルな夏だよ1）として、ぜひご利用

ください。

本人確認のためのお客様へのお願い

　郵便局では、新しく通帳をお作1）

になるとき、また大口の送金をされ

るときに、お客様のお名前と住所を

確認させていただいております。

　これは、架空名義を使うことによ

P）、麻薬の不正取引から得た資金の

出所を分からなくすることを防止す

るため、国際間の取1）決めに従いお

願いしておF）ます。

　ご本人の確認につきましては、ご

理解の上ご協力くださいますようお

願い申し上げます。

陛し業の発展に退職自衛官を
ン叉9卜

　退職自衛官仙台無料職業紹介所で

は、退職する自衛官を無料で紹介し

ます。（求職者表送付もいたしま

す。）退職自衛官は、各種の免許を

保有しており体力・気力に優れてい

ます。

　ご相談には随時応しておりますの

でお気軽にどうぞ。

退職自衛官仙台無料紹介所

倣022－227－2610

八リン地震救援金のお知らせ

○期　間　8月31日まで

O受付窓口　市役所福祉事務所

O送金口座　郵便振替（手数料は免

　除）OO170－0－5677日本赤十字社

　「サハリン地震救援金」と明記し

てください。

※「物資」は扱いません。
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「藁
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』轟謡
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　　　　「威徳寺」

威徳寺正面の堂々とした様子を画面

いっぱいに描きました。建物の古さ

がわかるように色を工夫しました。
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　　ゆうき
佐藤祐貴くん
（大平小・6年）

や

市内南町の佐藤進さんは、大正7

年7月7日生まれで、今年平成7年

7月7日に77歳の喜寿を迎えます。

奥さんのマツヨさんも7月生まれの

70歳。今年の7月には金婚式を迎え

るという7づくしのご夫婦です。

　佐藤さんは越河の出身で9人兄弟

の7番目として生まれ、33年間警察

官として地域の安全を守1）ました。

「小さいときは誕生日がめでたいと

は思っていませんでした。でも兵隊

に行って名前と生年月日を張り出さ

れたときに『これまた親がうまく作

ってくれたんだ。』と言っていた人

がいましたよ。（笑）」

　地域への貢献が認められて平成2

年に受けた勲7等青色桐葉賞は、第

77代の総理大臣から、父親が7人兄

弟の7番目と7に縁のあることなら

いくらでもありそうです。

「自分の人生でついていたこととい

えば、兵隊から生きて還ってこれた

ことと、今まで大病をしなかったこ

とですかね（笑）。」

　いつも笑いの絶えない佐藤さんご

夫妻ですが、ラッキーというのはこ

ういう所に宿るのかもしれません。
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佐久間悠貴君（5歳）
　　　りゆうじ　　　　　（大平）
　　　隆次君（loヶ月）

　定雄さん、淳子さんの長男、次男

ママからひとこと

兄弟仲よくいっぱい友達つくってね。

パパからひとこと

男らしく、やさしさを忘れるなよ。
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10：00～12＝00

！0＝00～15：00

10：0q～15：00

10：00～15：00

10：00～12：00

9：30～15：00

10：00～15；00

13：00～14二〇〇

10：30～11：30

10：00～15：00

10：00～15：00

9二〇〇～17：00

10：00～12：00

9：00～11：00

市民室　＠1
第2会議室　＠2

第2会議室　＠2

第2会議室　＠2
福祉事務所内相談室　＠1

第3会議室　　㊥3

健康福祉センター
1階生活環境課

福祉事務所　　＠1

第4会議室　＠4

第2会議室　＠2

青少年相談センター　⑫4

市民室　＠1

健康センター


